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(57)【要約】
【課題】画像品位が良好であって、銀塩写真に近い強光沢が再現でき、印刷物の耐擦性に
も優れ、低コストなオフセット印刷、インクジェット印刷の両方を同時に使用可能な記録
方法を提供すること。
【解決手段】セルロースパルプを主成分とする支持体の少なくとも一方の面上に少なくと
も一層の無機顔料とスチレン－ブタジエン共重合体とを含有する塗工層を有してなるメデ
ィアに、粒子状の色材と界面活性剤と水とを含有する固形分６質量％以上のインクを飛翔
させて画像を形成する画像形成工程と、画像形成後のメディアに光沢処理液を塗布する光
沢処理工程とを有する記録方法であって、走査吸液計による接触時間５００ｍｓにおける
前記メディアに対する前記インクの吸収量が１ｍｌ／ｍ２以上１０ｍｌ／ｍ２以下である
ことを特徴とする記録方法。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
セルロースパルプを主成分とする支持体の少なくとも一方の面上に少なくとも一層の無機
顔料とスチレン－ブタジエン共重合体とを含有する塗工層を有してなるメディアに、粒子
状の色材と界面活性剤と水とを含有する固形分６質量％以上のインクを飛翔させて画像を
形成する画像形成工程と、
画像形成後のメディアに光沢処理液を塗布する光沢処理工程とを有する記録方法であって
、
走査吸液計による接触時間５００ｍｓにおける前記メディアに対する前記インクの吸収量
が１ｍｌ／ｍ２以上１０ｍｌ／ｍ２以下であることを特徴とする記録方法。
【請求項２】
前記光沢処理液が、ＵＶ硬化材料を含有することを特徴とする請求項1記載の記録方法。
【請求項３】
接触時間５００ｍｓにおける前記メディアに対する前記インクの吸収量が５ｍｌ／ｍ２以
上７ｍｌ／ｍ２以下であることを特徴とする請求項１又は２に記載の記録方法。
【請求項４】
前記光沢処理液の２５℃における粘度が、１０ｍＰａ・ｓ以上であることを特徴とする請
求項1乃至３に記載の記録方法。
【請求項５】
前記インクの２５℃における表面張力が、１５～３０ｍＮ／ｍであることを特徴とする請
求項１乃至４に記載の記録方法。
【請求項６】
前記界面活性剤が、フッ素系界面活性剤であることを特徴とする請求項１乃至５に記載の
記録方法。
【請求項７】
前記メディアのＪＩＳ－ＺＳ－８７４１に規定される６０°光沢が５０％以上であること
を特徴とする請求項1乃至６に記載の記録方法。
【請求項８】
請求項１乃至７の記録方法に用いられるインク。
【請求項９】
請求項１乃至７の記録方法に用いられるメディア。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オフセット印刷方式とインクジェット方式を組み合わせて用いることができ
、かつ出力物が銀塩写真と変わらない強光沢を有し、かつ銀塩写真同等以上の画像耐擦性
に優れた印刷物を実現できる記録方法、並びに、該記録方法に用いられるインク及びメデ
ィアに関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録方法は、カラー化が容易であり、ランニングコストの低い優れた記
録方法として知られており、記録装置や、記録方法、インク、被記録材（メディアと言う
。以後においても同じ。）などについて研究開発が盛んに行われている。特にメディアに
関しては、大きく膨潤型と空隙型に分類されるインクジェット用メディアが開発されてお
り、最近はインクの乾燥速度に優れる空隙型が主流となっている。
【０００３】
　この空隙型のインクジェット用メディアは、支持体上にインクを取り込むための空隙を
有するインク吸収層と、さらに必要に応じて多孔質の光沢層が設けられた構成となってい
る。この特徴的な構成によりインクの吸収性に大変優れ、従来の銀塩写真を凌ぐ光沢感や
品位感を有し、高精細な出力が得られる。その反面、空隙型のインクジェット用メディア
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は、インク吸収層を構成するフィラーとして透明性を高く保つことが可能で吸油量（比表
面積）の大きい材料を使用する必要があるため、シリカやアルミナ水和物、コロイダルシ
リカ等の特定の高価なフィラーを多量に使用せざるを得ず、低価格化が非常に難しい。ま
た、空隙型のインクジェット用メディアは、製造工程も複雑であることから、従来の銀塩
写真の印画紙と比較すると非常に高価である。
【０００４】
　更に、インクジェット記録方法の欠点として、銀塩写真の印画紙と比べると画像に傷が
付きやすい点がある。銀塩写真の印画紙の場合、発色層は印画紙の中層にあり、表面は透
明なゼラチン層で保護されている為、強く擦られても画像にダメージが生じにくい。これ
に対し、インクジェット用メディアの場合、プロセスの制限から画像を形成する色材の存
在位置がインクジェット用メディア表層近くになるため、銀塩写真並みの画像信頼性（耐
擦性）を得難い。この点に関しては、色材がインクジェット用メディア内に浸透しやすい
染料インクならまだしも、顔料インクを用いた場合、色材がインクジェット用メディアの
最表層に存在するケースが多く、さらに耐擦性が得難いのが現状である。
【０００５】
　近年、インクジェット記録方法は、コンシューマー向けの用途に留まらず、少量部数発
行や、ＤＰＥなどの商業ベースの写真プリント分野を始めとする配布対象者毎に印字内容
を変えるバリアブルプリントに適用されることが望まれているが、これらの欠点により、
コスト要求や、画像信頼性の要求を満足し得ず、画像が高品質であるにも関わらず、あま
り使用されていない。
【０００６】
　一方、親油性のインクが用いられるオフセット印刷方式においては、銀塩写真の印画紙
のような強光沢面を有するキャストコート紙なる非常に安価なメディアも存在し、商業印
刷分野で好んで用いられている。これはキャストコート紙の塗工層を構成する材料が非常
に安価であることに加え、製法もインクジェット用メディアに比べて簡単で、生産性が高
いためである。しかし、これらのメディアはオフセット印刷を使用して画像を形成するこ
とを前提に設計されているのが普通であり、従来のインクジェット方式で印字すると、イ
ンクが吸収されず、画像が滲んだり、乾燥に長時間を有する等、全く現実的ではない。ま
たカチオン定着材を含まないため、画像信頼性が無く、水で滲んだり、オゾンで退色した
り、色材がメディアの表層に留まりやすく、多少の摩擦で画像が傷つくのはもちろん、色
材が剥がれ落ち、色落ち、色移りが発生する。
【０００７】
　通常の商業印刷においては、画像に耐擦性が要求されるケースや、強光沢が必要とされ
るケースの場合、塗り加工（ＵＶコート）が行われる場合がある。具体的には、ＵＶニス
という、紫外光で硬化するＵＶ硬化材料を含むＯＰ（Ｏｖｅｒ　Ｐｒｉｎｔ）ニスをコー
ティングすることで透明層を形成する。このＵＶニスは乾燥性が早く、ＵＶランプさえ準
備できれば、現行のオフセット印刷装置がほぼ流用できる等、印刷工程とのマッチングも
良い為、印刷分野で非常に広範囲に使用されている。現在ではＵＶランプに代わり、低消
費電力のＵＶ　ＬＥＤも開発されてきており、ますますＵＶニスに対する期待は高まって
いる。
【０００８】
　特許文献１では、インク受容層を形成する前処理工程部と、インクジェット記録を行う
印刷処理工程部と、ＵＶニス等の後処理液を塗布する後処理工程部を備えた記録装置が記
載されている。しかし、インク受容層を形成したメディアに対してこれらＵＶニス加工を
適用しようとする場合、いくつかの困難に直面する。まず、インク受容層を形成したメデ
ィアにＵＶニスの均一な膜が形成されず、仕上がりが均一でなくなるケースが多い。また
、ＵＶニスが未硬化のまま残留し、べとつきや異臭が生じることがあった。
【０００９】
　特許文献２では、低粘度のＵＶ硬化インクをインクジェットノズルから吐出してオーバ
ーコートを行う技術が開示されているが、普通は部分的に光沢が必要な場合に有効で、高
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速に大量に光沢処理を行うケースには不向きである。この方法を従来のインクジェット用
メディアに適用した場合、光沢が出ない、硬化が不完全になる、光沢を出すには非常に多
くの塗布量が必要になる等、低価格化が必要な用途には全く不向きである。
【００１０】
　特許文献３には吸収性の無いメディアにインクジェット印字した後、ＵＶコートする技
術が開示されている。しかしながら、染み込みの無いメディアを利用すると従来のインク
ジェット記録方式では文字滲みや乾燥性が不良となり、全く実用的ではない。特許文献３
の技術は溶剤系顔料インクには有効であるが、水系顔料インクでは画像形成が困難で、使
用できない。
【００１１】
　このような理由からオフセット印刷、インクジェット記録、ＯＰニス加工、とりわけＵ
Ｖニス加工を相互に組み合わせてプリント物を作成することは非常に困難であるとされて
きた。また、そのため、背景をオフセット印刷で作成しておき、人物などをインクジェッ
ト印字し、最終的にＯＰニス加工を組み合わせて銀塩写真のような強光沢プリント物を安
価に作成するといった方法を低コストに実現するのは非常に難しい状況にあった。
【００１２】
【特許文献１】特開２００４－３３０５７０
【特許文献２】特開２００５－３２９７１３
【特許文献３】特開平１１－２７７７２４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は上記従来技術に鑑みて下記の課題を解決するためになされたものである。すな
わち、本発明で示された記録方法により、画像品位が良好であって、銀塩写真に近い強光
沢が再現でき、印刷物の耐擦性にも優れ、低コストなオフセット印刷、インクジェット印
刷の両方を同時に使用可能な記録方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の記録方法は、セルロースパルプを主成分とする支持体の少なくとも一方の面上
に少なくとも一層の無機顔料とスチレン－ブタジエン共重合体とを含有する塗工層を有し
てなるメディアに、粒子状の色材と界面活性剤と水とを含有する固形分６質量％以上のイ
ンクを飛翔させて画像を形成する画像形成工程と、画像形成後のメディアに光沢処理液を
塗布する光沢処理工程とを有する記録方法であって、走査吸液計による接触時間５００ｍ
ｓにおける前記メディアに対する前記インクの吸収量が１ｍｌ／ｍ２以上１０ｍｌ／ｍ２

以下であることを特徴とする。
この場合、前記光沢処理液が、ＵＶ硬化材料を含有することが好ましい。
この場合、接触時間５００ｍｓにおける前記メディアに対する前記インクの吸収量が５ｍ
ｌ／ｍ２以上７ｍｌ／ｍ２以下であることが好ましい。
この場合、前記光沢処理液の２５℃における粘度が、１０ｍＰａ・ｓ以上であることが好
ましい。
この場合、前記インクの２５℃における表面張力が、１５～３０ｍＮ／ｍであることが好
ましい。
この場合、前記界面活性剤が、フッ素系界面活性剤であることが好ましい。
この場合、前記メディアのＪＩＳ－ＺＳ－８７４１に規定される６０°光沢が、５０％以
上であることが好ましい。
本発明のインクは、前記記録方法に用いられるインクである。
本発明のメディアは前記記録方法に用いられるメディアである。
【発明の効果】
【００１５】
　以下の詳細かつ具体的な説明から明らかなように、本発明によれば、オフセット印刷の
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みならず、インクジェット記録を行なう場合にも、印字品位が良好であって、かつ低コス
ト、高信頼を実現しつつ、従来のインクジェット記録物の欠点であった、後加工対応性の
悪さを改善し、商業印刷で用いられる後加工、とりわけ光沢処理が容易に可能となったと
いう極めて優れた効果を奏するものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明者は銀塩写真画質を実現できる、低コストで高速かつ画像信頼性の高いインクジ
ェット記録方法について鋭意研究を進めたところ、表面に光沢を有し、とりわけ表面が強
光沢であり、かつインクジェットインクの浸透性が低いメディアに対し、浸透性が高い顔
料インクと、光沢処理液、とりわけＵＶニスコーティングを用いることにより、新たな設
計思想に基づく低コストでオンデマンド性の優れた画像形成方法を発明するに至った。以
下、本発明の実施形態について詳細に説明する。
【００１７】
　＜インク＞
　本実施形態のインクは、インク吸収性の少ないメディアへの適性を鑑みて発明されたも
のであり、通常のインクジェットインクに比べて表面張力が小さいために濡れ性に優れ、
インクの浸透の少ないメディアに対してもキャリアの浸透性が強く、かつ微量のキャリア
が浸透しただけでインク粘度が大きく上昇する特性を示す。このため従来は隣接ドットが
簡単に融合してしまうような浸透性が大きく劣るメディアに対しても着弾後隣接ドットと
融合し難く、安定的にドット形成が可能である。さらに、色材はメディア内部にほとんど
浸透せずに表面に残るため、発色効率に優れ、非常に少量のインクでも十分な発色、画像
濃度が得られる。こうして、従来よりもインク総量を非常に抑えた形で描画を行なうこと
により、メディア内部に浸透させるべきキャリアの量が少なくてすみ、乾燥性が大きく改
善される。
【００１８】
　本実施形態のインクは、少なくとも水、粒子状の色材、界面活性剤を含有してなり、更
に必要に応じて、色材の定着剤、及び浸透剤、湿潤剤、その他の成分を含有してなる。
【００１９】
　－粒子状の色材－
　本実施形態のインクの着色としては、特に制限はなく、粒子状の色材を用いてイエロー
、マゼンタ、シアン、ブラックなどに適宜着色できる。本実施形態のインクに用いられる
粒子状の色材としては、特に限定されないが、顔料及び着色微粒子の少なくともいずれか
を用いることが好ましい。
【００２０】
　前記着色微粒子としては、顔料及び染料の少なくともいずれかの色材を含有させたポリ
マー微粒子の水分散物が好適に用いられる。ここで、前記「色材を含有させた」とは、ポ
リマー微粒子中に色材を封入した状態及びポリマー微粒子の表面に色材を吸着させた状態
の何れか又は双方を意味する。この場合、本実施形態のインクに配合される色材はすべて
ポリマー微粒子に封入又は吸着されている必要はなく、本発明の効果が損なわれない範囲
において、該色材がエマルジョン中に分散していてもよい。前記色材としては、水不溶性
又は水難溶性であって、前記ポリマーによって吸着され得る色材であれば特に制限はなく
、水溶性染料、油溶性染料、分散染料等の染料、顔料等が挙げられるが、良好な吸着性及
び封入性の観点からは油溶性染料及び分散染料が好ましく、得られる画像の耐光性からは
顔料が好ましく用いられる。ここで、前記「水不溶性又は水難溶性」とは、２０℃で水１
００質量部に対し色材が１０質量部以上溶解しないことを意味する。また、「溶解する」
とは、目視で水溶液表層又は下層に色材の分離や沈降が認められないことを意味する。な
お、前記各染料は、ポリマー微粒子に効率的に含浸される観点から、有機溶剤、例えば、
ケトン系溶剤に２ｇ／リットル以上溶解することが好ましく、２０～６００ｇ／リットル
溶解することがより好ましい。前記水溶性染料としては、カラーインデックスにおいて酸
性染料、直接性染料、塩基性染料、反応性染料、食用染料に分類される染料であり、好ま
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しくは耐水性、及び耐光性に優れたものが用いられる。
【００２１】
　前記色材を含有させたポリマー微粒子（着色微粒子）の体積平均粒径は、インク中にお
いて０．０１～０．１６μｍが好ましい。０．０１μｍ未満であると微粒子が流動しやす
いための文字滲みが大きくなったり、耐光性が劣ってしまう。逆に、０．１６μｍを超え
ると、ノズルが目詰まりやすくなったり、発色性が悪くなってしまう。
【００２２】
　前記粒子状の色材として顔料を用いる場合、少なくとも１種の親水性基が顔料の表面に
直接若しくは他の原子団を介して結合した分散剤を使用することなく安定に分散させるこ
とができる自己分散型顔料を用いることができる。この場合、前記自己分散型顔料として
は、イオン性を有するものが好ましく、特にアニオン性に帯電したものが好適である。
【００２３】
　前記アニオン性親水性基としては、例えば、－ＣＯＯＭ、－ＳＯ３Ｍ、－ＰＯ３ＨＭ、
－ＰＯ３Ｍ２、－ＳＯ２ＮＨ２、－ＳＯ２ＮＨＣＯＲ（ただし、式中のＭは、水素原子、
アルカリ金属、アンモニウム又は有機アンモニウムを表わす。Ｒは、炭素原子数１～１２
のアルキル基、置換基を有してもよいフェニル基又は置換基を有してもよいナフチル基を
表わす。）等が挙げられる。これらの中でも、－ＣＯＯＭ、－ＳＯ３Ｍがカラー顔料表面
に結合されたものを用いることが好ましい。
【００２４】
　また、前記親水性基中における「Ｍ」は、アルカリ金属としては、例えば、リチウム、
ナトリウム、カリウム、等が挙げられる。前記有機アンモニウムとしては、例えば、モノ
乃至トリメチルアンモニウム、モノ乃至トリエチルアンモニウム、モノ乃至トリメタノー
ルアンモニウムが挙げられる。前記アニオン性に帯電したカラー顔料を得る方法としては
、カラー顔料表面に－ＣＯＯＮａを導入する方法として、例えば、カラー顔料を次亜塩素
酸ソーダで酸化処理する方法、スルホン化による方法、ジアゾニウム塩を反応させる方法
が挙げられる。前記自己分散型顔料の体積平均粒径は、インク中において０．０１～０．
１６μｍが好ましい。
【００２５】
　また、前記粒子状の色材として顔料を用いる場合、顔料分散剤を用いた顔料分散液を用
いることもできる。前記顔料分散剤としては、前記親水性高分子化合物として、天然系で
は、アラビアガム、トラガンガム、グーアガム、カラヤガム、ローカストビーンガム、ア
ラビノガラクトン、ペクチン、クインスシードデンプン等の植物性高分子、アルギン酸、
カラギーナン、寒天等の海藻系高分子、ゼラチン、カゼイン、アルブミン、コラーゲン等
の動物系高分子、キサンテンガム、デキストラン等の微生物系高分子などが挙げられる。
【００２６】
　半合成系では、メチルセルロース、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、
ヒドロキシプロピルセルロース、カルボキシメチルセルロース等の繊維素系高分子、デン
プングリコール酸ナトリウム、デンプンリン酸エステルナトリウム等のデンプン系高分子
、アルギン酸ナトリウム、アルギン酸プロピレングリコールエステル等の海藻系高分子な
どが挙げられる。
【００２７】
　純合成系では、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリビニルメチルエー
テル等のビニル系高分子、非架橋ポリアクリルアミド、ポリアクリル酸又はそのアルカリ
金属塩、水溶性スチレンアクリル樹脂等のアクリル系樹脂、水溶性スチレンマレイン酸樹
脂、水溶性ビニルナフタレンアクリル樹脂、水溶性ビニルナフタレンマレイン酸樹脂、ポ
リビニルピロリドン、ポリビニルアルコール、β－ナフタレンスルホン酸ホルマリン縮合
物のアルカリ金属塩、四級アンモニウムやアミノ基等のカチオン性官能基の塩を側鎖に有
する高分子化合物、セラック等の天然高分子化合物等が挙げられる。
【００２８】
　これらの中でも、アクリル酸、メタクリル酸、スチレンアクリル酸のホモポリマーや他
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の親水基を有するモノマーの共重合体からなるようなカルボキシル基を導入したものが高
分子分散剤として特に好ましい。
【００２９】
　前記共重合体の重量平均分子量は３，０００～５０，０００が好ましく、５，０００～
３０，０００がより好ましく、７，０００～１５，０００が更に好ましい。前記顔料と前
記分散剤との混合質量比としては１：０．０６～１：３の範囲が好ましく、１：０．１２
５～１：３の範囲がより好ましい。
【００３０】
　本実施形態の粒子状の色材に用いられる、顔料としては、例えば黒色用、或いはカラー
用の無機顔料や有機顔料などが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよいし、２
種以上を併用してもよい。
【００３１】
　無機顔料としては、酸化チタン及び酸化鉄、炭酸カルシウム、硫酸バリウム、水酸化ア
ルミニウム、バリウムイエロー、カドミウムレッド、クロムイエローに加え、コンタクト
法、ファーネス法、サーマル法などの公知の方法によって製造されたカーボンブラックを
使用することができる。
【００３２】
　有機顔料としては、アゾ顔料（アゾレーキ、不溶性アゾ顔料、縮合アゾ顔料、キレート
アゾ顔料などを含む）、多環式顔料（例えば、フタロシアニン顔料、ぺリレン顔料、ぺリ
ノン顔料、アントラキノン顔料、キナクリドン顔料、ジオキサジン顔料、インジゴ顔料、
チオインジゴ顔料、イソインドリノン顔料、キノフラロン顔料など）、染料キレート（例
えば、塩基性染料型キレート、酸性染料型キレートなど）、ニトロ顔料、ニトロソ顔料、
アニリンブラックなどを使用できる。これらの顔料のうち、特に、水と親和性の良いもの
が好ましく用いられる。
【００３３】
　上記顔料において、より好ましく用いられる顔料の具体例としては、黒色用としては、
ファーネスブラック、ランプブラック、アセチレンブラック、チャンネルブラック等のカ
ーボンブラック（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック７）類、または銅、鉄（Ｃ．Ｉ．ピグメン
トブラック１１）、酸化チタン等の金属類、アニリンブラック（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラ
ック１）等の有機顔料が挙げられる。
【００３４】
　さらに、カラー用としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１、３、１２、１３、１４、
１７、２４、３４、３５、３７、４２（黄色酸化鉄）、５３、５５、７４、８１、８３、
９５、９７、９８、１００、１０１、１０４、４０８、１０９、１１０、１１７、１２０
、１２８、１３８、１５０、１５１、１５３、１８３、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ５、
１３、１６、１７、３６、４３、５１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１、２、３、５、１７
、２２、２３、３１、３８、４８：２、４８：２（パーマネントレッド２Ｂ（Ｃａ））、
４８：３、４８：４、４９：１、５２：２、５３：１、５７：１（ブリリアントカーミン
６Ｂ）、６０：１、６３：１、６３：２、６４：１、８１、８３、８８、１０１（べんが
ら）、１０４、１０５、１０６、１０８（カドミウムレッド）、１１２、１１４、１２２
（キナクリドンマゼンタ）、１２３、１４６、１４９、１６６、１６８、１７０、１７２
、１７７、１７８、１７９、１８５、１９０、１９３、２０９、２１９、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントバイオレット１（ローダミンレーキ）、３、５：１、１６、１９、２３、３８、Ｃ．
Ｉ．ピグメントグリーン１、４、７、８、１０、１７、１８、３６等が挙げられる。
【００３５】
　なお、シアン色材を用いる場合、フタロシアニン構造をもつ色材であることが好ましく
、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１、２、３、１５（銅フタロシアニンブルーＲ）、１５：１
、１５：２、１５：３（フタロシアニンブルーＧ）、１５：４、１５：６（フタロシアニ
ンブルーＥ）、１５：３４、１６、１７：１、２２、５６、６０、６３、Ｃ．Ｉ．バット
ブルー４、同６０等が挙げられる。特にフタロシアニンブルー１５：３がコストや安全性
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【００３６】
　本実施形態のインクに用いられる粒子状の色材の前記インクにおける添加量は、２～１
５質量％が好ましく、３～１２質量％がより好ましい。前記添加量が２質量％未満である
と、着色力の低下により、画像濃度が低くなったり、粘度の低下によりフェザリングや滲
みが悪化することがあり、１５質量％を超えると、インクジェット記録装置を放置してお
いた場合等に、ノズルが乾燥し易くなり、不吐出現象が発生したり、粘度が高くなりすぎ
ることにより浸透性が低下したり、ドットが広がらないために画像濃度が低下したり、ぼ
そついた画像になることがある。
－界面活性剤－
　本実施形態のインクに用いられる界面活性剤としては、特に制限はなく、目的に応じて
適宜選択することができ、例えば、アニオン界面活性剤、ノニオン界面活性剤、両性界面
活性剤、非イオン性界面活性剤、アセチレングリコール系界面活性剤、又はフッ素系界面
活性剤などが挙げられ、前記アニオン性界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレ
ンアルキルエーテル酢酸塩、ドデシルベンゼンスルホン酸塩、ラウリル酸塩、ポリオキシ
エチレンアルキルエーテルサルフェートの塩、などが挙げられる。
【００３７】
　前記ノニオン系界面活性剤としては、例えば、アセチレングリコール系界面活性剤、ポ
リオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポ
リオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシプロピレンポリオキシエチレン
アルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエステル、ポリオキシエチレンソルビタ
ン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンアルキルアミン、ポリオキシエチレンアルキルア
ミド、などが挙げられる。
【００３８】
　前記アセチレングリコール系界面活性剤としては、例えば、２，４，７，９－テトラメ
チル－５－デシン－４，７－ジオール、３，６－ジメチル－４－オクチン－３，６－ジオ
ール、３，５－ジメチル－１－ヘキシン－３－オールなどが挙げられる。該アセチレング
リコール系界面活性剤は、市販品として、例えば、エアープロダクツ社（米国）のサーフ
ィノール１０４、８２、４６５、４８５、ＴＧなどが挙げられる。
【００３９】
　前記両性界面活性剤としては、例えば、ラウリルアミノプロピオン酸塩、ラウリルジメ
チルベタイン、ステアリルジメチルベタイン、ラウリルジヒドロキシエチルベタインなど
が挙げられる。具体的には、ラウリルジメチルアミンオキシド、ミリスチルジメチルアミ
ンオキシド、ステアリルジメチルアミンオキシド、ジヒドロキシエチルラウリルアミンオ
キシド、ポリオキシエチレンヤシ油アルキルジメチルアミンオキシド、ジメチルアルキル
（ヤシ）ベタイン、ジメチルラウリルベタイン、などが挙げられる。
【００４０】
　これら界面活性剤の中でも特に、下記一般式（Ｉ）、（ＩＩ）、（ＩＩＩ）、（ＩＶ）
、（Ｖ）、及び（ＶＩ）から選択される界面活性剤が好適である。
【００４１】
【化１】

　ただし、前記一般式（Ｉ）中、Ｒ１は、アルキル基を表わす。ｈは、３～１２の整数を
表わす。Ｍは、アルカリ金属イオン、第４級アンモニウム、第４級ホスホニウム、及びア
ルカノールアミンから選択されるいずれかを表わす。
【００４２】
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【化２】

　ただし、前記一般式（ＩＩ）中、Ｒ２は、アルキル基を表わす。Ｍは、アルカリ金属イ
オン、第４級アンモニウム、第４級ホスホニウム、及びアルカノールアミンから選択され
るいずれかを表わす。
【００４３】

【化３】

　ただし、前記一般式（ＩＩＩ）中、Ｒ３は、炭化水素基を表わす。ｋは５～２０の整数
を表わす。
【００４４】
【化４】

　ただし、前記一般式（ＩＶ）中、Ｒ４は、炭化水素基を表わす。ｊは、５～２０の整数
を表わす。
【００４５】
【化５】

　ただし、前記一般式（Ｖ）中、Ｒ６は、炭化水素基を表わす。Ｌ及びｐは、１～２０の
整数を表わす。
【００４６】
【化６】

　ただし、前記一般式（ＶＩ）中、ｑ及びｒは０～４０の整数を表わす。
【００４７】
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【００４８】
【化７】

【００４９】
【化８】

【００５０】
【化９】

【００５１】

【化１０】

【００５２】
【化１１】

【００５３】
【化１２】

【００５４】
【化１３】

【００５５】
【化１４】

【００５６】
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【化１５】

【００５７】
【化１６】

　前記フッ素系界面活性剤としては、例えば、パーフルオロアルキルスルホン酸化合物、
パーフルオロアルキルカルボン化合物、パーフルオロアルキルリン酸エステル化合物、パ
ーフルオロアルキルエチレンオキサイド付加物、及びパーフルオロアルキルエーテル基を
側鎖に有するポリオキシアルキレンエーテルポリマー化合物、などが挙げられる。これら
の中でも、パーフルオロアルキルエーテル基を側鎖に有するポリオキシアルキレンエーテ
ルポリマー化合物は起泡性が少なく、近年問題視されているフッ素化合物の生体蓄積性に
ついても低く安全性の高いものであり、特に好ましい。
【００５８】
　前記パーフルオロアルキルスルホン酸化合物としては、例えば、パーフルオロアルキル
スルホン酸、パーフルオロアルキルスルホン酸塩、などが挙げられる。前記パーフルオロ
アルキルカルボン化合物としては、例えば、パーフルオロアルキルカルボン酸、パーフル
オロアルキルカルボン酸塩、などが挙げられる。前記パーフルオロアルキルリン酸エステ
ル化合物としては、例えば、パーフルオロアルキルリン酸エステル、パーフルオロアルキ
ルリン酸エステルの塩、などが挙げられる。前記パーフルオロアルキルエーテル基を側鎖
に有するポリオキシアルキレンエーテルポリマー化合物としては、パーフルオロアルキル
エーテル基を側鎖に有するポリオキシアルキレンエーテルポリマー、パーフルオロアルキ
ルエーテル基を側鎖に有するポリオキシアルキレンエーテルポリマーの硫酸エステル塩、
パーフルオロアルキルエーテル基を側鎖に有するポリオキシアルキレンエーテルポリマー
の塩、などが挙げられる。
【００５９】
　これらフッ素系界面活性剤における塩の対イオンとしては、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、ＮＨ４、
ＮＨ３ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ、ＮＨ２（ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ）２、ＮＨ（ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ）３

などが挙げられる。
【００６０】
　前記フッ素系界面活性剤としては、適宜合成したものを使用してもよいし、市販品を使
用してもよい。前記フッ素系界面活性剤としては、下記一般式（ＶＩＩ）で表わされるも
のが好適である。
【００６１】

【化１７】

ただし、前記一般式（ＶＩＩ）中、ｍは０～１０の整数を表わす。ｎは１～４０の整数を
表わす。
【００６２】
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　該市販品としては、例えば、サーフロンＳ－１１１、Ｓ－１１２、Ｓ－１１３、Ｓ－１
２１、Ｓ－１３１、Ｓ－１３２、Ｓ－１４１、Ｓ－１４５（いずれも旭硝子社製）、フル
ラードＦＣ－９３、ＦＣ－９５、ＦＣ－９８、ＦＣ－１２９、ＦＣ－１３５、ＦＣ－１７
０Ｃ、ＦＣ－４３０、ＦＣ－４３１（いずれも住友スリーエム社製）、メガファックＦ－
４７０、Ｆ１４０５、Ｆ－４７４（いずれも大日本インキ化学工業社製）、ゾニールＴＢ
Ｓ、ＦＳＰ、ＦＳＡ、ＦＳＮ－１００、ＦＳＮ、ＦＳＯ－１００、ＦＳＯ、ＦＳ－３００
、ＵＲ（いずれもデュポン社製)、ＦＴ－１１０、ＦＴ－２５０、ＦＴ－２５１、ＦＴ－
４００Ｓ、ＦＴ－１５０、ＦＴ－４００ＳＷ（いずれも株式会社ネオス社製）、ＰＦ－１
５１Ｎ（オムノバ社製）などが挙げられる。これらの中でも、信頼性と発色向上に関して
良好な点から、ゾニールＦＳ－３００、ＦＳＮ、ＦＳＮ－１００、ＦＳＯ（デュポン社製
）が特に好ましい。
【００６３】
　－浸透剤－
　前記浸透剤としては、有機溶剤のうち、機能的にインクの紙への浸透を促進する効果が
高いものを意味（一方、湿潤剤は、有機溶剤のうち、ヘッドの乾燥を防ぐ湿潤効果が認め
られるもの意味する）し、具体的には炭素数８以上のポリオール化合物やグリコールエー
テル化合物が該当する。すなわち、本実施形態のインクにおける浸透剤としては、ポリオ
ール化合物やグリコールエーテル化合物等の水溶性有機溶剤が用いられ、特に、炭素数８
以上１１以下のポリオール化合物、及びグリコールエーテル化合物の少なくともいずれか
が好適に用いられる。
【００６４】
　前記ポリオール化合物の炭素数が８未満であると、十分な浸透性が得られず、両面印刷
時に記録用メディアを汚したり、記録用メディア上でのインクの広がりが不十分で画素の
埋まりが悪くなるため、文字品位や画像濃度の低下が生じることがある。
【００６５】
　前記炭素数８以上のポリオール化合物としては、例えば、２－エチル－１，３－ヘキサ
ンジオール（溶解度：４．２％（２５℃））、２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタ
ンジオール（溶解度：２．０％（2５℃））、などが好適である。
前記浸透剤の添加量は、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、０
．１～２０質量％が好ましく、０．５～１０質量％がより好ましい。
－湿潤剤－
　前記湿潤剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば
、ポリオール化合物、含窒素複素環化合物、アミド類、アミン類、含硫黄化合物類、プロ
ピレンカーボネート、炭酸エチレン、尿素化合物及び糖類から選択される少なくとも１種
が好適である。　前記ポリオール化合物としては、例えば、多価アルコール類、多価アル
コールアルキルエーテル類、多価アルコールアリールエーテル類などが挙げられる。これ
らは、１種単独で使用してもよいし、２種以上併用して使用してもよい。
【００６６】
　前記多価アルコール類としては、例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール
、トリエチレングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、１、
３－プロパンジオール、１，３－ブタンジオール、１，４ブタンジオール、３－メチル－
１，３－ブタンジオール１，３－プロパンジオール、１，５ペンタンジオール、１、６ヘ
キサンジオール、グリセロール、１、２、６－ヘキサントリオール、１、２、４－ブタン
トリオール、１、２、３－ブタントリオール、ペトリオールなどが挙げられる。
【００６７】
　前記多価アルコールアルキルエーテル類としては、例えば、エチレングリコールモノエ
チルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチ
ルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチ
ルエーテル、テトラエチレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノ
エチルエーテルなどが挙げられる。
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【００６８】
　前記多価アルコールアリールエーテル類としては、例えば、エチレングリコールモノフ
ェニルエーテル、エチレングリコールモノベンジルエーテルなどが挙げられる。
【００６９】
　前記含窒素複素環化合物としては、例えば、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－ヒドロ
キシエチル－２－ピロリドン、２－ピロリドン、１，３－ジメチルイミダゾリジノン、ε
－カプローラクタムなどが挙げられる。前記アミド類としては、例えば、ホルムアミド、
Ｎ－メチルホルムアミド、ホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミドなどが挙げられ
る。前記アミン類としては、例えば、モノエタノ－ルアミン、ジエタノールアミン、トリ
エタノールアミン、モノエチルアミン、ジエチルアミン、トリエチルアミンなどが挙げら
れる。前記含硫黄化合物類としては、例えば、ジメチルスルホキシド、スルホラン、チオ
ジエタノールなどが挙げられる。前記尿素化合物としては、例えば、尿素、チオ尿素、エ
チレン尿素及び１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノンから選択される少なくとも１種
が挙げられる。前記尿素類の前記インクへの添加量は、一般的に０．５～５０質量％が好
ましく、１～２０質量％がより好ましい。
【００７０】
　前記糖類としては、単糖類、二糖類、オリゴ糖類（三糖類及び四糖類を含む）、多糖類
、又はこれらの誘導体などが挙げられる。これらの中でも、グルコース、マンノース、フ
ルクトース、リボース、キシロース、アラビノース、ガラクトース、マルトース、セロビ
オース、ラクトース、スクロース、トレハロース、マルトトリオースが好適であり、マル
チトース、ソルビトース、グルコノラクトン、マルトースが特に好ましい。前記多糖類と
は、広義の糖を意味し、α－シクロデキストリン、セルロースなど自然界に広く存在する
物質を含む意味に用いることができる。前記糖類の誘導体としては、前記糖類の還元糖（
例えば、糖アルコール（ただし、一般式：ＨＯＣＨ２（ＣＨＯＨ）ｎＣＨ２ＯＨ（ただし
、ｎは２～５の整数を表わす）で表わされる）、酸化糖（例えば、アルドン酸、ウロン酸
など）、アミノ酸、チオ酸などが挙げられる。これらの中でも、特に糖アルコールが好ま
しい。該当アルコールとしては、例えば、マルチトール、ソルビット、などが挙げられる
。
【００７１】
　これらの中でも、溶解性と水分蒸発による噴射特性不良の防止に対して優れた効果が得
られる点から、グリセリン、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレン
グリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、トリプロピレングリコー
ル、１，３－ブタンジオール、２，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、３－
メチル－１，３－ブタンジオール１，３－プロパンジオール、１，５－ペンタンジオール
、テトラエチレングリコール、１，６－ヘキサンジオール、２－メチル－２，４－ペンタ
ンジオール、ポリエチレングリコール、１，２，４－ブタントリオール、１，２，６－ヘ
キサントリオール、チオジグリコール、２－ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、
Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリドンが好適である。
【００７２】
　前記湿潤剤の前記インク中における含有量は、１０～５０質量％が好ましく、２０～３
５質量％がより好ましい。前記含有量が少なすぎると、ノズルが乾燥しやすくなり液滴の
吐出不良が発生することがあり、多すぎるとインク粘度が高くなり、適正な粘度範囲を超
えてしまうことがある。
【００７３】
　－樹脂エマルジョン－
　本実施形態のインクは顔料定着剤として、任意の樹脂エマルジョンを使用できる。前記
樹脂エマルジョンは、樹脂微粒子を連続相としての水中に分散したものであり、必要に応
じて界面活性剤のような分散剤を含有しても構わない。前記分散相成分としての樹脂微粒
子の含有量（樹脂エマルジョン中の樹脂微粒子の含有量）は一般的には１０～７０質量％
が好ましい。また、前記樹脂微粒子の粒径は、特にインクジェット記録装置に使用するこ
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とを考慮すると、平均粒径１０～１０００ｎｍが好ましく、２０～３００ｎｍがより好ま
しい。
【００７４】
　前記分散相の樹脂微粒子成分としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択するこ
とができ、例えば、アクリル系樹脂、酢酸ビニル系樹脂、スチレン系樹脂、ブタジエン系
樹脂、スチレン－ブタジエン系樹脂、塩化ビニル系樹脂、アクリルスチレン系樹脂、アク
リルシリコーン系樹脂などが挙げられ、これらの中でも、アクリルシリコーン系樹脂が特
に好ましい。
【００７５】
　前記樹脂エマルジョンとしては、適宜合成したものを使用してもよいし、市販品を使用
してもよい。該市販の樹脂エマルジョンとしては、例えば、マイクロジェルＥ－１００２
、Ｅ－５００２（スチレン－アクリル系樹脂エマルジョン、日本ペイント株式会社製）、
ボンコート４００１（アクリル系樹脂エマルジョン、大日本インキ化学工業株式会社製）
、ボンコート５４５４（スチレン－アクリル系樹脂エマルジョン、大日本インキ化学工業
株式会社製）、ＳＡＥ－１０１４（スチレン－アクリル系樹脂エマルジョン、日本ゼオン
株式会社製）、サイビノールＳＫ－２００（アクリル系樹脂エマルジョン、サイデン化学
株式会社製）、プライマルＡＣ－２２、ＡＣ－６１（アクリル系樹脂エマルジョン、ロー
ム・アンド・ハース製）、ナノクリルＳＢＣＸ－２８２１、３６８９（アクリルシリコー
ン系樹脂エマルジョン、東洋インキ製造株式会社製）、＃３０７０（メタクリル酸メチル
重合体樹脂エマルジョン、御国色素社製）などが挙げられる。
【００７６】
　前記樹脂エマルジョンにおける樹脂微粒子成分の前記インクにおける添加量としては、
０．１～５０質量％が好ましく、０．５～２０質量％がより好ましく、１～１０質量％が
更に好ましい。前記添加量が０．１質量％未満であると、耐目詰まり性及び吐出安定性の
向上効果が十分でないことがあり、５０質量％を超えると、インクの保存安定性を低下さ
せてしまうことがある。
【００７７】
　－その他の成分－
　前記その他の成分としては、特に制限はなく、必要に応じて適宜選択することができ、
例えば、ｐＨ調整剤、防腐防黴剤、防錆剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、酸素吸収剤、光
安定化剤、などが挙げられる。
【００７８】
　前記ｐＨ調整剤としては、調合されるインクに悪影響をおよぼさずにｐＨを７以上に調
整できるものであれば特に制限はなく、目的に応じて任意の物質を使用することができる
。該ｐＨ調製剤としては、例えば、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン等のアミ
ン、水酸化リチウム、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム等のアルカリ金属元素の水酸化
物；水酸化アンモニウム、第４級アンモニウム水酸化物、第４級ホスホニウム水酸化物、
炭酸リチウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム等のアルカリ金属の炭酸塩、などが挙げら
れる。
【００７９】
　－インクの製法－
　本実施形態のインクは、水、粒子状の色材、界面活性剤を含み、更に必要に応じて浸透
剤、湿潤剤、樹脂エマルジョン、その他の成分を水性媒体中に分散又は溶解し、さらに必
要に応じて攪拌混合して製造する。前記分散は、例えば、サンドミル、ホモジナイザー、
ボールミル、ペイントシャイカー、超音波分散機等により行なうことができ、攪拌混合は
通常の攪拌羽を用いた攪拌機、マグネチックスターラー、高速の分散機等で行なうことが
できる。
【００８０】
　－インクの固形分－
　本実施形態のインクの固形分は、６質量％以上であることが望ましい。この濃度より低
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いと、乾燥時の粘度上昇が緩やかで、画像が滲みやすい傾向がある。高ければ高いほど良
いが、あまりに高いとノズル詰まりが激しくなり、画像に抜け等が生じやすくなる、従っ
て１５質量％以下であることが望ましい。
【００８１】
　－インク物性－
　本実施形態のインクとしては、非常に浸透性が高いものであることが好ましく、その条
件とは表面張力が３０ｍＮ／ｍ以下が好ましいことが判明した。表面張力が３０ｍＮ／ｍ
より大きいとインクの浸透が遅く画像が滲んでしまう現象が発生するため、高品位な画像
が得られない。表面張力は低ければ低いほど顔料と溶剤の分離能が向上するため、より低
い方が望ましいが、前記表面張力が１５ｍＮ／ｍ未満であると、ノズルプレートに濡れす
ぎてインク滴の形成（粒子化）がうまくできなかったり、本実施形態のメディア上での滲
みが顕著となり、安定したインクの吐出が得られないことがあり、１５～３０ｍＮ／ｍで
あることが好ましく、１５～２５ｍＮ／ｍであることがより好ましい。インクの表面張力
は、浸透剤(例えば、エチルヘキサンジオール。ＥＨＤとも言う)の量並びに、フッ素系界
面活性剤（例えば、ＤｕＰｏｎｔ社製ＦＳ３００。）の添加量により、調整することがで
きる。ここで、前記表面張力は、例えば、表面張力測定装置（協和界面科学株式会社製、
ＣＢＶＰ－Ｚ）を用い、白金プレートを使用して２５℃で測定することができる。
【００８２】
　本実施形態のインクは、従来の空隙型インクジェット用メディアにも印字可能である。
但し、この場合、インク吸収速度が速すぎるため、インク滴がメディア表面に着弾した後
ドットが濡れ広がる前に溶媒が浸透してしまい、ドット径が小さくなってしまう。その結
果濃度の低下や粒状感の増大等が発生し易くなる。そのため高品位な画像を作成するため
には解像度を上げて印字する必要が生じてしまうため、印字速度の低下やインク消費量の
増大を招くことがある。更に、インクジェット用メディアのような吸収性の高いメディア
に画像形成した場合には、着弾後にインクが急速にメディアに吸収されるために、インク
記録物の画像面が極度な突状になり易く、光沢処理液を塗布しても光沢が出難い。
【００８３】
　前記インクの物性としては、例えば、粘度、ｐＨ等が以下の範囲であることが好ましい
。前記インクの粘度は、２５℃で、３ｃｐｓ以上３０ｃｐｓ以下が好ましく、５～２０ｃ
ｐｓがより好ましい。前記粘度が２０ｃｐｓを超えると、吐出安定性の確保が困難になる
ことがある。前記ｐＨとしては、例えば、７～１０が好ましい。
【００８４】
　＜光沢処理液＞
　本実施形態に用いられる光沢処理液としては、商業印刷の分野で用いられるＯＰニスと
呼ばれるものが使用可能である。ＯＰニスには大きく、油性ニス、水性ニス、ＵＶニスの
３種類があり、基本的にはどれも使用可能であるが、本実施形態のメディアは基体がセル
ロースパルプであることから、水性ニスは基体の変形を生じやすいこと、本実施形態のイ
ンクとの相性が余りよくないことから適していない。油性ニスの場合は優れた光沢を得ら
れるが、乾燥性が悪く、インクジェット記録のオンデマンド性を生かせないケースがある
。一方ＵＶニスは、乾燥が速く、光沢も比較的優れることから望ましい。
【００８５】
　ＵＶニスとしては、一般的に使用されているものが利用できる。例えば、大日本インキ
化学工業のダイキュアクリアーＵＶシリーズやダイキュアクリアーＵＶ１４１２ＥＭなど
が挙げられる。また、Ｔ＆Ｋ　Ｔｏｋａ社のＮｏ．２ＵＶ　ＬカートンＯＰニスＮＷ、Ｎ
ｏ．６ＵＶ ＬカートンＯＰニスＧＷ 、Ｎｏ．６ＵＶ　ＬカートンＯＰニスＧＷ－Ｌ、Ｕ
Ｖ ＬカートンＯＰニスＫＳ、ＵＶ１６１ＯＰニスＳ、ＵＶ ＬグロスＯＰニスＭ、ＵＶキ
ッコーマンＯＰニス Ｋ－２、ＵＶハクリＯＰニスシリーズ 、ＵＶ ＨＪＫ下刷りニス、
ＵＶドライパックＯＰニスＮＫ、ＵＶパックＯＰニスＮＳ、ＵＶパックＯＰニスＳＫ－Ｔ
、Ｎｏ．３ＵＶウェットパックマットＯＰニスＬ、ＵＶビデオＯＰニスＹ、ＵＶグロスＯ
ＰニスＣＰ－３、ＵＶグロスＯＰニスＴ－１００シリーズ、ＵＶ ＬＴＰ ＦＬ ＯＰニス
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、ＵＶコートニスＡＴ－Ｂ、ＵＶコートニスＡＴ－ＳＬ、ＵＶコートニスＢＬ－Ｗ、ＵＶ
コートニスＦＪ、ＵＶコートニスＨＴＡ－Ｗ、ＵＶコートニスＯＭＴ、ＵＶコートニスＴ
Ｇ－２、ＵＶコートニスＴＨ－３、ＵＶコートニスＴＨ－Ｓ、ＵＶ ＶＥＣＴＡコートニ
スＰＣ－３ＫＷ２、Ｎｏ．２ＵＶフレキソニスＦＴ－Ｐ、ＵＶフレキソニスＦＶ－２等が
挙げられる。また、東洋インキ株式会社のＦＤ ＰＣＡ ８００ワニスシリーズ、ＦＤ Ｐ
ＣＡ９０２ワニス、ＦＤクリアーコートＳＰＣ、ＦＤ Ｓ多色ＯＰニスＴＫ、ＦＤ ＯＬＰ
多色ＯＰニスＭ１、ＦＤカルトン ＡＣＥ ＯＰニス、ＦＤ ＯウェットＯＰニスＫ１、Ｆ
ＤカルトンＡＣＥ マットＯＰニス等が挙げられる。また、帝国インキ製造のＵＶ ＦＩＬ
－３８３クリアー、ＵＶ ＦＩＬ３９３などが挙げられる。
【００８６】
　また、各種目的に合わせ、ＵＶ硬化樹脂、もしくはモノマーを用いて光重合反応を利用
した任意の調合物を用いても良い。例えば、下記の処方で調合したものが挙げられる。
紫外線硬化型樹脂：ポリウレタンアクリレート　（ＵＮＩＤＩＣ　１７－８０６、ＤＩＣ
株式会社製）　１００質量部
光開始剤　　　　：１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェニル－ケトン（イルガキュア
１８４、チバジャパン株式会社）　４質量部
希釈剤　　　　　：酢酸ブチル　１５０質量部
　また、用途により、一般的な油性ＯＰニスも用いることができる。例えば、Ｔ＆Ｋ　Ｔ
ＯＫＡ社のベストドライＯＰニスＮ、ベストドライＯＰニス３Ｗ、ベストドライＯＰニス
ＮＷ、Ｎｏ．２ベストドライＯＰニスＮ－ＯＮ、Ｎｏ．１０ＯＰニス、Ｎｏ．１０ＯＰニ
ス３Ｗ、ベストワンＯＰニスＳＯＹＡ、スーパーグロスＯＰニス、ベストドライＮｏ．２
耐摩ＯＰニス、ベストドライラフグロスＯＰニス、油性ハクリＯＰニス、ＯＰニスＳＲＳ
（石鹸用）、アルポＯＰニスＮ、アルポ耐摩ＯＰニスなどが挙げられる。また、東洋イン
キ製造社の単色機ＯＰニス、ＴＫハイエコーＳＯＹ ＯＰニス１Ｍ、ＴＫハイエコーＳＯ
Ｙ耐摩擦ＯＰニス、多色機ＯＰニス、ＴＫウエットグロスＯＰニス、ニューＣＫＵ耐摩擦
ＯＰニスＡ、ＣＫＵ ＴＯＰニスＫ２、ＴＫハイエコーＳＯＹ ＯＰニス１Ｌ、ＴＫハイエ
コーＳＯＹ耐摩擦ＯＰニスなどが挙げられる。また、各種目的に合わせて、任意の樹脂を
調合したものを用いても良い。
【００８７】
　これらニスの粘度は低すぎるとメディアへの吸収が発生してしまう為、高いほうが望ま
しい。特にインクジェット方式を使用してニスを塗布する場合、ヘッドからの吐出の都合
上粘度を低くする必要があるものの、粘度は１０ｍＰａ・ｓ以上であることが望ましい。
これ以下であるとメディアへの吸収や、画像上でのニスのハジキが発生する。
【００８８】
　＜メディア＞
　本実施形態のメディアとして適切であるかどうかの指標としては、まず第一に、動的走
査吸液計のインク吸収量により判断することができる。即ち、動的走査吸液計で測定した
接触時間５００ｍｓにおけるインクのメディアへの吸収量が１ｍｌ／ｍ２以上１０ｍｌ／
ｍ２以下であることが望ましい。この条件を満たしたメディアは本発明の機能を有してい
るとみなせ、後記のインクと組み合わせることで、いわゆる「切れ」の良い、文字、画像
の周辺部分にボケ、フェザリング、ブリードのない、光学的濃度（ＯＤ）の高い記録画像
を得ることができる。更に、接触時間５００ｍｓにおけるインクのメディアへの吸収量が
５ｍｌ／ｍ２以上７ｍｌ／ｍ２以下である場合には、光学濃度と文字滲みが同時に著しく
改良される。また、この場合、画像形成面が適度な突形状となることから、ＯＰニスの付
着量に応じて画像の光沢度が変化し、目的に応じた光沢度の画像を形成できることができ
る。一方、吸収量が１ｍｌ／ｍ２よりも小さいとビーディングなどが発生しやすくなり、
高速なインクジェット画像の形成が困難となる。また吸収量が１０ｍｌ／ｍ２より大きい
と光沢処理時にＯＰニスのしみ込みが発生し、均一な光沢処理が困難となる。また、ＯＰ
ニスだけでなく、ラミネートや箔押しなど、商業印刷で用いられる各種後処理とのマッチ
ングが困難となる。なお、本実施形態ではインクのメディアへの吸収がほぼ完了した飽和
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状態での浸透性を表すために、インク吸収量測定における接触時間を５００ｍｓとした。
【００８９】
　このような本実施形態のメディアは、塗工層に顔料及び樹脂バインダーをも含み、これ
らを主成分とする構成であるが、樹脂バインダー配合量をリッチにすることで転移量は減
少する方向に、顔料配合量をリッチにする方向で転移量が増える方向に調整可能である。
また、塗工層を構成する顔料粒子の比表面積を大きくすること、例えば粒径を小さくした
り、比表面積の大きな種類の顔料を使用することでも、転移量を大きくすることが可能で
ある。
【００９０】
　前記接触時間５００ｍｓでの転移量が少なすぎると、乾燥性が不十分であるため、拍車
痕が発生しやすくなることがあり、多すぎると、ブリードが発生しやすく、乾燥後の画像
部の光沢が低くなりやすくなることがある。
【００９１】
　ここで、前記動的走査吸収液計（ｄｙｎａｍｉｃ ｓｃａｎｎｉｎｇ ａｂｓｏｒｐｔｏ
ｍｅｔｅｒ；ＤＳＡ，紙パ技協誌、第４８巻、１９９４年５月、第８８～９２頁、空閑重
則）は、極めて短時間における吸液量を正確に測定できる装置である。前記動的走査吸液
計は、吸液の速度をキャピラリー中のメニスカスの移動から直読する、試料を円盤状とし
、この上で吸液ヘッドをらせん状に走査する、予め設定したパターンに従って走査速度を
自動的に変化させ、１枚の試料で必要な点の数だけ測定を行なう、という方法によって測
定を自動化したものである。紙試料への液体供給ヘッドはテフロン（登録商標）管を介し
てキャピラリーに接続され、キャピラリー中のメニスカスの位置は光学センサで自動的に
読み取られる。具体的には、動的走査吸液計（Ｋ３５０シリーズＤ型、協和精工株式会社
製）を用いて、インクの転移量を測定した。接触時間５００ｍｓにおける転移量は、それ
ぞれの接触時間の近隣の接触時間における転移量の測定値から補間により求めることがで
きる。測定は２３℃５０％ＲＨで行なうことができる。
【００９２】
　－支持体－
　本実施形態のメディアの支持体としては、セルロースパルプが用いられる。より具体的
には、前記支持体としての化学パルプ、機械パルプ及び古紙回収パルプ等を任意の比率で
混合して用いられ、必要に応じて内添サイズ剤、歩留まり向上剤、紙力増強剤等を添加し
た原料を長網フォーマやギャップタイプのツインワイヤーフォーマ、長網部の後半部をツ
インワイヤーで構成するハイブリッドフォーマ等で抄紙されたものが使用される。
【００９３】
　本実施形態のメディアの支持体に使用するパルプは、バージンのケミカルパルプ（ＣＰ
）、例えば、広葉樹晒クラフトパルプ、針葉樹晒クラフトパルプ、広葉樹未晒クラフトパ
ルプ、針葉樹未晒クラフトパルプ、広葉樹晒亜硫酸パルプ、針葉樹晒亜硫酸パルプ、広葉
樹未晒亜硫酸パルプ、針葉樹未晒亜硫酸パルプなどの木材及びその他の繊維原料を化学的
に処理して作成されたバージンのケミカルパルプ、及び、バージンの機械パルプ（ＭＰ）
、例えば、グランドパルプ、ケミグランドパルプ、ケミメカニカルパルプ、セミケミカル
パルプなどの木材及びその他の繊維原料を主に機械的に処理して作成されたバージンの機
械パルプを含有させてもよい。
【００９４】
　また古紙パルプを用いてもよく、古紙パルプの原料としては、財団法人古紙再生促進セ
ンターの古紙標準品質規格表に示されている、上白、罫白、クリーム白カード、特白、中
白、模造、色白、ケント、白アート、特上切、別上切、新聞、雑誌などが挙げられる。具
体的には、情報関連用紙である非塗工コンピュータ用紙、感熱紙、感圧紙等のプリンタ用
紙；ＰＰＣ用紙等のＯＡ古紙；アート紙、コート紙、微塗工紙、マット紙等の塗工紙；上
質紙、色上質、ノート、便箋、包装紙、ファンシーペーパー、中質紙、新聞用紙、更紙、
スーパー掛け紙、模造紙、純白ロール紙、ミルクカートン等の非塗工紙、などの紙や板紙
の古紙で、化学パルプ紙、高歩留りパルプ含有紙などが挙げられる。これらは、１種単独
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で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。
【００９５】
　前記古紙パルプは、一般的に、以下の４工程の組み合わせから製造される。
（１）離解は、古紙をパルパーにて機械力と薬品で処理して繊維状にほぐし、印刷インキ
を繊維より剥離する。
（２）除塵は、古紙に含まれる異物（プラスチックなど）及びゴミをスクリーン、クリー
ナー等により除去する。
（３）脱墨は、繊維より界面活性剤を用いて剥離された印刷インキをフローテーション法
、又は洗浄法で系外に除去する。
（４）漂白は、酸化作用や還元作用を用いて、繊維の白色度を高める。
【００９６】
　前記古紙パルプを混合する場合、全パルプ中の古紙パルプの混合比率は、記録後のカー
ル対策から４０％以下が好ましい。
【００９７】
　本実施形態のメディアの支持体に用いることができる填料としては、炭酸カルシウムが
有効であるが、カオリン、焼成クレー、パイロフィライト、セリサイト、タルク等のケイ
酸類等の無機填料や、サチンホワイト、硫酸バリウム、硫酸カルシウム、硫化亜鉛、プラ
スチックピグメント、尿素樹脂等の有機顔料も併用することができる。
【００９８】
　本実施形態のメディアにおける支持体に使用する内添サイズ剤は、特に限定されるもの
ではなくインクジェット記録用紙や商業印刷用紙に使用される公知の内添サイズ剤の中か
ら適宜選択して使用することができる。例えば、ロジンエマルジョン系サイズ剤等を挙げ
ることができるが、紙面ｐＨを高くするために、中性抄紙に用いられる中性ロジン系サイ
ズ剤、アルケニル無水コハク酸（ＡＳＡ）、アルキルケテンダイマー（ＡＫＤ）、石油樹
脂系サイズ剤などが望ましい。これらの中でも、中性ロジンサイズ剤又はアルケニル無水
コハク酸が特に好適である。内添サイズ剤の使用量は、絶乾パルプ１００質量部に対して
、好ましくは０．１～０．７質量部であるが、これに限定されるものではない。
【００９９】
　前記支持体に使用される内添填料としては、例えば、白色顔料として従来公知の顔料が
用いられる。該白色顔料としては、例えば、軽質炭酸カルシウム、重質炭酸カルシウム、
カオリン、クレー、タルク、硫酸カルシウム、硫酸バリウム、二酸化チタン、酸化亜鉛、
硫化亜鉛、炭酸亜鉛、サチンホワイト、珪酸アルミニウム、ケイソウ土、珪酸カルシウム
、珪酸マグネシウム、合成シリカ、水酸化アルミニウム、アルミナ、リトポン、ゼオライ
ト、炭酸マグネシウム、水酸化マグネシウム等のような白色無機顔料；スチレン系プラス
チックピグメント、アクリル系プラスチックピグメント、ポリエチレン、マイクロカプセ
ル、尿素樹脂、メラミン樹脂等のような有機顔料、などが挙げられる。これらは、１種単
独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。
【０１００】
　－塗工層－
　本実施形態のメディアの塗工層は、顔料及び樹脂バインダー（結着剤）を含有してなり
、更に必要に応じて、界面活性剤、その他の成分を含有してなる。前記顔料としては、無
機顔料、もしくは無機顔料と有機顔料を併用したものを用いることができる。
【０１０１】
　前記無機顔料としては、例えば、カオリン、タルク、重質炭酸カルシウム、軽質炭酸カ
ルシウム、亜硫酸カルシウム、非晶質シリカ、チタンホワイト、炭酸マグネシウム、二酸
化チタン、水酸化アルミニウム、水酸化カルシウム、水酸化マグネシウム、水酸化亜鉛、
クローライト、イライト、クレーなどが挙げられる。これらの顔料の中でも、屈折率がな
るべく高いものを使用することにより、塗工層の厚みを薄くすることができる。但しコス
トの点からは炭酸カルシウムやカオリンを使用することが好ましく、特に、カオリンは光
沢発現性に優れており、オフセット印刷用の用紙に近い風合いとすることができる点から
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特に好ましい。これらの顔料は、本発明の効果を損なわない限り併用することができ、ま
た、列挙しなかった他の顔料と併用することもできる。
【０１０２】
　前記カオリンには、デラミネーテッドカオリン、焼成カオリン、表面改質等によるエン
ジニアードカオリン等があるが、光沢発現性を考慮すると、粒子径が２μｍ以下の割合が
８０質量％以上の粒子径分布を有するカオリンが、カオリン全体の５０質量％以上を占め
ていることが好ましい。前記カオリンの添加量は、前記塗工層の全顔料１００質量部に対
し５０質量部以上が好ましい。前記添加量が５０質量部未満であると、光沢度において十
分な効果が得られないことがある。前記添加量の上限は特に制限はないが、カオリンの流
動性、特に高せん断力下での増粘性を考慮すると、塗工適性の点から、９０質量部以下が
より好ましい。
【０１０３】
　またこれら高屈折率の顔料と、低屈折率のシリカや有機顔料を併用しても良い。前記有
機顔料としては、例えば、スチレン－アクリル共重合体粒子、スチレン－ブタジエン共重
合体粒子、ポリスチレン粒子、ポリエチレン粒子等の水溶性ディスパージョンがある。こ
れら有機顔料は２種以上が混合されてもよい。前記有機顔料の添加量は、前記塗工層の全
顔料１００質量部に対し２～２０質量部が好ましい。前記有機顔料は、光沢発現性に優れ
ていることと、その比重が無機顔料と比べて小さいことから、嵩高く、高光沢で、表面被
覆性の良好な塗工層を得ることができる。前記添加量が２質量部未満であると、前記効果
がなく、２０質量部を超えると、塗工液の流動性が悪化し、塗工操業性の低下に繋がるこ
とと、コスト面からも経済的ではない。前記有機顔料には、その形態において、密実型、
中空型、ドーナツ型等があるが、光沢発現性、表面被覆性及び塗工液の流動性のバランス
を鑑み、平均粒子径は０．２～３．０μｍが好ましく、より好ましくは空隙率４０％以上
の中空型が採用される。
【０１０４】
　本実施形態のメディアで使用される色材顔料塗工層の樹脂バインダーは、塗工層を構成
する顔料及び基紙との接着力が強いと共に、ブロッキングを起こさない水性樹脂、エマル
ジョン等であれば特に限定されるものではない。
【０１０５】
　このような水性結着剤としては、例えば、ポリビニルアルコールや酸化デンプン、エス
テル化デンプン、酵素変性デンプン、カチオン化デンプンなどのデンプン類、カゼイン、
大豆タンパク質類、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース等の繊維
素誘導体、スチレン－アクリル樹脂、イソブチレンー無水マレイン酸樹脂、アクリルエマ
ルジョン、酢ビエマルジョン、塩化ビニリデンエマルジョン、ポリエステルエマルジョン
、ＳＢＲ（Ｓｔｙｒｅｎｅ　Ｂｕｔａｄｉｅｎｅ　Ｒｕｂｂｅｒ）ラテックス、アクリル
ニトリルブタジエンラテックス等を挙げることができる。これらの中でも、コストの観点
からデンプンやスチレン－ブタジエンラテックスを使用することが好ましい。ここでＳＢ
Ｒラテックスとは、スチレンとブタジエンのモノマーを主成分として、必要に応じて他の
モノマーを加えて乳化重合法により製造されたスチレン－ブタジエン共重合体を不連続相
とする合成ゴムラテックスである。このＳＢＲラテックスは、キャストコート紙において
紙塗工用に一般的に用いられる樹脂バインダーであって、塗工層に加えるとメディア表面
が疎水性になり、インクジェットインクの濡れ性が悪化すること、またインクジェットイ
ンクの定着剤として用いられるカチオン剤との相性が悪いため、通常、インクジェット用
紙には用いられないが、オフセット印刷適正を高めるために極めて好ましい。前記他のモ
ノマーとしては、アクリル酸、メタクリル酸、アクリル酸あるいはメタクリル酸のアルキ
ルエステル、アクリロニトリル、マレイン酸、フマル酸、酢酸ビニルなどのビニル系モノ
マーが良く使用されるものである。また、メチロール化メラミン、メチロール化尿素、メ
チロール化ヒドロキシプロピレン尿素、イソシアネート等の架橋剤を含有してよいし、Ｎ
－メチロールアクリルアミドなどの単位を含む共重合体で自己架橋性を持つものを用いて
もよい。これらは、１種単独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。ＳＢＲラ
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テックスを構成するスチレン－ブタジエン共重合体における、スチレンモノマーの含量は
、好ましくは２０～８０質量％であり、ブタジエンモノマーの含量は、好ましくは８０～
２０質量％である。 
　本実施形態のメディアで使用される塗工層における前記樹脂バインダーの添加量の使用
比率は、全被覆層固形分の５０～７０質量％が好ましく、より好ましくは５５～６０質量
％である。少ないと接着力が不十分となり、インク受容層の強度の低下、内部結合強度の
低下や粉落ちの発生が懸念される。
【０１０６】
　本実施形態のメディアの塗工層には本発明の目的及び効果を損なわない範囲で、更に必
要に応じて、その他の成分を添加することができる。該その他の成分としては分散剤、増
粘剤、保水剤、消泡剤、耐水化剤等、通常の塗工紙用顔料に配合される各種助剤のほか、
ｐＨ調整剤、防腐剤、酸化防止剤、カチオン性有機化合物等の添加剤を使用しても良い。
【０１０７】
　塗工層に使用される界面活性剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択する
ことができ、アニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、両性界面活性剤、非イオン界面
活性剤のいずれも使用することができるが、これらの中でも、非イオン界面活性剤が特に
好ましい。前記界面活性剤を添加することにより、画像の耐水性が向上するとともに、画
像濃度が高くなり、ブリーディングが改善される。
【０１０８】
　前記非イオン界面活性剤としては、例えば、高級アルコールエチレンオキサイド付加物
、アルキルフェノールエチレンオキサイド付加物、脂肪酸エチレンオキサイド付加物、多
価アルコール脂肪酸エステルエチレンオキサイド付加物、高級脂肪族アミンエチレンオキ
サイド付加物、脂肪酸アミドエチレンオキサイド付加物、油脂のエチレンオキサイド付加
物、ポリプロピレングリコールエチレンオキサイド付加物、グリセロールの脂肪酸エステ
ル、ペンタエリスリトールの脂肪酸エステル、ソルビトール及びソルビタンの脂肪酸エス
テル、ショ糖の脂肪酸エステル、多価アルコールのアルキルエーテル、アルカノールアミ
ン類の脂肪酸アミド等が挙られる。これらは、１種単独で使用してもよいし、２種以上を
併用してもよい。
【０１０９】
　前記多価アルコールとしては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ
、例えば、グリセロール、トリメチロールプロパン、ペンタエリスリット、ソルビトール
、ショ糖などが挙げられる。またエチレンオキサイド付加物については、水溶性を維持で
きる範囲で、エチレンオキサイドの一部をプロピレンオキサイドあるいはブチレンオキサ
イド等のアルキレンオキサイドに置換したものも有効である。置換率は５０％以下が好ま
しい。前記非イオン界面活性剤のＨＬＢ（親水性新油性比）は４～１５が好ましく、７～
１３がより好ましい。前記界面活性剤の添加量は、前記カチオン性有機化合物１００質量
部に対し、０～１０質量部が好ましく、０．１～１．０質量部がより好ましい。
【０１１０】
　前記塗工層には、本発明の目的及び効果を損なわない範囲で、更に必要に応じて、さら
にその他の成分を添加することができる。該その他の成分としては、アルミナ粉末、ｐＨ
調整剤、防腐剤、酸化防止剤等の添加剤が挙げられる。
【０１１１】
　また、本実施形態のメディアの場合、カチオン性有機化合物は必ずしも配合する必要は
なく、逆に添加しすぎると紙面ｐＨを下げてしまう場合が多いが、目的に応じて必要最低
限度、選択使用することができる。
【０１１２】
　前記カチオン性有機化合物としては、例えば、ジメチルアミン・エピクロルヒドリン重
縮合物、ジメチルアミン・アンモニア・エピクロルヒドリン縮合物、ポリ（メタクリル酸
トリメチルアミノエチル・メチル硫酸塩）、ジアリルアミン塩酸塩・アクリルアミド共重
合物、ポリ（ジアリルアミン塩酸塩・二酸化イオウ）、ポリアリルアミン塩酸塩、ポリ（
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アリルアミン塩酸塩・ジアリルアミン塩酸塩）、アクリルアミド・ジアリルアミン共重合
物、ポリビニルアミン共重合物、ジシアンジアミド、ジシアンジアミド・塩化アンモニウ
ム・尿素・ホルムアルデヒド縮合物、ポリアルキレンポリアミン・ジシアンジアミドアン
モニウム塩縮合物、ジメチルジアリルアンモニウムクローライド、ポリジアリルメチルア
ミン塩酸塩、ポリ（ジアリルジメチルアンモニウムクローライド）、ポリ（ジアリルジメ
チルアンモニウムクローライド・二酸化イオウ）、ポリ（ジアリルジメチルアンモニウム
クローライド・ジアリルアミン塩酸塩誘導体）、アクリルアミド・ジアリルジメチルアン
モニウムクローライド共重合物、アクリル酸塩・アクリルアミド・ジアリルアミン塩酸塩
共重合物、ポリエチレンイミン、アクリルアミンポリマー等のエチレンイミン誘導体、ポ
リエチレンイミンアルキレンオキサイド変性物、などが挙げられる。これらは、１種単独
で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。
【０１１３】
　本実施形態のメディアの支持体に塗工層を塗布により付与する方法としては特に規定し
ないが、直接塗布する方法、他の基材上に一度塗布したものをメディアに転写する方法、
スプレー等によって噴霧する方法等が利用できる。直接塗布する方法としては、例えば、
ロールコーター法、エアナイフコーター法、ゲートロールコーター法、サイズプレス法、
シムサイザー法、ロッドメタリングサイズプレスコータ等フィルムトランスファー方式あ
るいはファウンテンあるいはロールアプリケーション等によるブレードコーター方式等を
挙げることができる。また強光沢面を作るためにキャスト法も用いることができる。
【０１１４】
　これらの中でも、コストの点から、抄紙機に設置されているコンベンショナルサイズプ
レス、ゲートロールサイズプレス、フィルムトランスファーサイズプレスなどで含浸又は
付着させ、オンマシンで仕上げる方法が好ましい。
【０１１５】
　前記塗工層液の付着量は、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが
、固形分で、０．５～２５ｇ／ｍ２が好ましい。０．５ｇ／ｍ２未満であるとインク色材
成分を十分分離することができないため色材が紙中に浸透し濃度低下や文字滲みが生じて
しまう。　前記含浸又は塗布の後、必要に応じて乾燥させてもよく、この場合の乾燥の温
度としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、１００～２５
０℃程度が好ましい。
【０１１６】
　塗工層の乾燥処理は、例えば、熱風乾燥炉、熱ドラム等を用いて行なうことができる。
更に、表面を平滑化するために、あるいは表面の強度を上げるためにカレンダー装置（ス
ーパーカレンダー、ソフトカレンダー、グロスカレンダー等）で表面仕上げを施しても良
い。
【０１１７】
　本実施形態のメディアの坪量は、１００～３００ｇ／ｍ２であることが好ましい。１０
０ｇ／ｍ２未満であるとコシがなく、品位感が劣る。３００ｇ／ｍ２を超えるとコシが大
きくなりすぎるため搬送経路の途中にある曲線部で記録用メディアが曲がりきれず、やは
り記録用メディアが詰まってしまうなどの搬送不良が生じやすい。
【０１１８】
　本実施形態のメディアは従来のインクジェット用メディアと違ってインク吸収性が低い
方が、最終的な光沢処理を均一に行いやすい。言い換えればインク吸収性が高いと、ＯＰ
ニス等を吸収してしまい、均一な製膜が困難となり、光沢が出にくくなる。ニスの盛り量
を増やせば良いが、コストが掛かるのと、硬化させる際に酸化重合にせよ、ＵＶ硬化にせ
よ、反応に時間が掛かったり、未反応のまま残ったりする場合がある。また光沢が斑状に
不均一となる場合がある。
【０１１９】
　このようなインク吸収性が少なく、インクの成分が紙に浸透しにくいメディアとしては
、キャストコート紙が好適に用いられる。キャストコート紙とは、上記の塗工量による分
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類とは異なり製法により分類されるもので、一般に塗工液が生乾きの状態で、加熱した鏡
面のロール（キャストドラム）に巻きつけ、その面を転写することで紙表面に鏡面のよう
な平滑性を付与したものである。キャストコート紙の塗工量は通常固形量で２０～３０ｇ
／ｍ２程度である。キャストコート紙の具体的な商品としては、ミラーコートプラチナ（
王子製紙）、エスプリコートＣ（日本製紙）、等が挙げられる。
【０１２０】
　本実施形態によれば、その他の印刷用塗工紙であっても、前記インク吸収量条件を満た
すものであれば、良好な画像を形成することができる。このような印刷用塗工紙としては
、経済産業省や日本製紙連合会の品種分類により塗工量で慣用的に分類される、いわゆる
アート紙（Ａ０，Ａ１）、コート紙（Ａ２，Ｂ２）、軽量コート紙（Ａ３，Ｂ３）、微塗
工紙といった商業印刷・出版印刷に用いられている塗工紙のことであり、オフセット印刷
、グラビア印刷等に用いられるものである。ここで、アート紙とは塗工量が固形量で片面
２０ｇ／ｍ２以上のものであり、コート紙とは塗工量が固形量で片面１０ｇ／ｍ２～２０
ｇ／ｍ２であり、軽量コート紙とは、塗工量が固形量で片面６ｇ／ｍ２～１０ｇ／ｍ２程
度であり、微塗工紙とは、塗工量が固形量で片面６ｇ／ｍ２以下のものである。
【０１２１】
　アート紙としては、ＯＫ金藤Ｎ、ＯＫ金藤－Ｒ４０Ｎ、ＳＡ金藤Ｎ、サテン金藤Ｎ、サ
テン金藤－Ｒ４０Ｎ、ウルトラサテン金藤Ｎ、ウルトラＯＫ金藤Ｎ、金藤片面（王子製紙
）、ＮＰｉ特アート、ＮＰｉスーパーアート、ＮＰｉスーパーダル、ＮＰｉダルアート（
日本製紙）、ユトリロスーパーアート、ユトリロスーパーダル、ユトリロプレミアム（大
王製紙）、高級アートＡ、特菱アート、スーパーマットアートＡ、高級ダルアートＡ（三
菱製紙）、雷鳥スーパーアートＮ、雷鳥スーパーアートＭＮ、雷鳥特アート、雷鳥ダルア
ートＮ（中越パルプ）等が挙げられる。
【０１２２】
　Ａ２コート紙としては、ＯＫトップコート＋（プラス）、ＯＫトップコートＳ、ＯＫカ
サブランカ、ＯＫカサブランカＶ、ＯＫトリニティ、ＯＫトリニティＮａＶｉ、ニューエ
イジ、ニューエイジＷ、ＯＫトップコートマットＮ、ＯＫロイヤルコート、ＯＫトップコ
ートダル、Ｚコート、ＯＫ嵩姫、ＯＫ嵩王、ＯＫ嵩王サテン、ＯＫトップコート＋、ＯＫ
ノンリンクル、ＯＫコートＶ、ＯＫコートＮグリーン１００、ＯＫマットコートグリーン
１００、ニューエイジグリーン１００、Ｚコートグリーン１００（王子製紙）、オーロー
ラコート、しらおいマット、インペリアルマット、シルバーダイヤ、リサイクルコート１
００、サイクルマット１００（日本製紙）、ミューコート、ミューホワイト、ミューマッ
ト、ホワイトミューマット（北越製紙）、雷鳥コートＮ、レジーナ雷鳥コート１００、雷
鳥マットコートＮ、レジーナ雷鳥マット１００（中越パルプ工業）、パールコート、ホワ
イトパールコートＮ、ニューＶマット、ホワイトニューＶマット、パールコートＲＥＷ、
ホワイトパールコートＮＲＥＷ、ニューＶマットＲＥＷ、ホワイトニューＶマットＲＥＷ
（三菱製紙）、等が挙げられる。
【０１２３】
　Ａ３コート（軽量コート）紙としては、ＯＫコートＬ、ロイヤルコートＬ、ＯＫコート
ＬＲ、ＯＫホワイトＬ、ＯＫロイヤルコートＬＲ、ＯＫコートＬグリーン１００、ＯＫマ
ットコートＬグリーン１００（王子製紙）、イースターＤＸ、リサイクルコートＬ１００
、オーローラＬ、リサイクルマットＬ１００、＜ＳＳＳ＞エナジーホワイト（日本製紙）
、ユトリロコートＬ、マチスコート（大王製紙）、ハイ・アルファ、アルファマット、（
Ｎ）キンマリＬ、キンマリＨｉＬ（北越製紙）、ＮパールコートＬ、ＮパールコートＬＲ
ＥＷ、スイングマットＲＥＷ（三菱製紙）、スーパーエミネ、エミネ、シャトン（中越パ
ルプ工業）等が挙げられる。
【０１２４】
　Ｂ２コート（中質コート）紙としてはＯＫ中質コート、（Ｆ）ＭＣＯＰ、ＯＫアストロ
グロス、ＯＫアストロダル、ＯＫアストロマット（王子製紙）、キングＯ（日本製紙）等
が挙げられる。
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【０１２５】
　微塗工紙としてはＯＫロイヤルライトＳグリーン１００、ＯＫエバーライトコート、Ｏ
ＫエバーライトＲ、ＯＫエバーグリーン、クリーンヒットＭＧ、ＯＫ微塗工スーパーエコ
Ｇ、エコグリーンダル、ＯＫ微塗工マットエコＧ１００、ＯＫスターライトコート、ＯＫ
ソフトロイヤル、ＯＫブライト、クリーンヒットＧ、やまゆりブライト、やまゆりブライ
トＧ、ＯＫアクアライトコート、ＯＫロイヤルライトＳグリーン１００、ＯＫブライト（
ラフ・ツヤ）、スノーマット、スノーマットＤＸ、ＯＫ嵩姫、ＯＫ嵩ゆり（王子製紙）、
ピレーヌＤＸ、ペガサスハイパー８、オーローラＳ、アンデスＤＸ、スーパーアンデスＤ
Ｘ、スペースＤＸ、セーヌＤＸ、特グラビアＤＸ、ペガサス、シルバーペガサス、ペガサ
スハーモニー、グリーンランドＤＸ１００、スーパーグリーンランドＤＸ１００、＜ＳＳ
Ｓ＞エナジーソフト、＜ＳＳＳ＞エナジーライト、ＥＥヘンリー（日本製紙）、カントエ
クセル、エクセルスーパーＢ、エクセルスーパーＣ、カントエクセルバル、ユトリロエク
セル、ハイネエクセル、ダンテエクセル（大王製紙）、コスモエース（大昭和板紙）、セ
ミ上Ｌ、ハイ・ベータ、ハイ・ガンマ、シロマリＬ、ハミング、ホワイトハミング、セミ
上ＨｉＬ、シロマリＨｉＬ（北越製紙）、ルビーライトＨＲＥＷ、パールソフト、ルビー
ライトＨ（三菱製紙）、シャトン、ありそ、スマッシュ（中越パルプ工業）、スターチェ
リー、チェリースーパー（丸住製紙）等が挙げられる。
【０１２６】
　また特殊なコート紙として、既に本特許の条件を満たしているものならば本特許のメデ
ィアとして代用することができる。例えば一部の電子写真向けコート紙や、グラビア印刷
用コート紙が挙げられる。具体的にはＰＯＤグロスコート（王子製紙）やスペースＤＸ（
日本製紙）、エース（日本製紙）等が挙げられる。これらは塗工層の細孔容積が適切であ
り、本特許のメディアとして使用可能である。
【０１２７】
　－メディア物性－
　前記メディアのＪＩＳ－ＺＳ－８７４１に規定される６０°光沢度は、５０％以上であ
り、好ましくは７０％以上ある。６０°光沢度が５０％よりも小さい場合には、記録物の
光沢感が不足し好ましくない。
【０１２８】
　＜記録方法＞
　本実施形態の記録方法は、前記メディアに前記インクを飛翔させて画像を形成する画像
形成工程と、前記画像形成工程により画像形成されたメディアに光沢処理液を塗布する光
沢処理工程を少なくとも含む。本実施形態の記録方法における画像形成工程は、後述する
のインクジェット記録装置のインク飛翔手段により好適に実施することができる。前記飛
翔させる前記インクの液滴は、その大きさとしては、例えば、１～４０ｐｌとするのが好
ましく、その吐出噴射の速さとしては５～２０ｍ／ｓが好ましく、その駆動周波数として
は１ｋＨｚ以上が好ましく、その解像度としては３００ｄｐｉ以上が好ましい。
【０１２９】
　本実施形態の記録方法では、インク中の色材の染み込みを防ぎ、効率的にメディア表面
近傍に偏在させると同時に、インクの乾燥性を確保するために、インク総量（付着量とも
言う。）が制限される必要がある。インク総量とは、画像を形成する際の重要なパラメー
ターであり、最高濃度のベタ画像を形成する際の単位面積当たりのインク量の事を指す。
本発明では、このインク総量を規定することで、インク吸収性の悪いメディアに対しても
、ビーディングやブリードの少ない均一な画像を形成することが可能となる。逆にこの上
限を超えて、従来のインクジェット記録方法のように多量のインクを使用すると、インク
溶媒と一緒にインクの色材顔料が浸透してしまったり、インクの溶媒成分の浸透が間に合
わず、作像に大きく支障をきたすため、品質の良い画像が得られない。
【０１３０】
　具体的には、本実施形態のインクを用いる場合、画像作成時の最大インク付着量（イン
ク総量規制値）は１５ｇ／ｍ２で良く、それ以下のインク付着量で作像を行なうことで、
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ビーディングやブリードの無い、非常に高画質な画像を得ることができる。また望ましく
は１２ｇ／ｍ２以下であることも判明した。
【０１３１】
　これは、従来の染料インクとインクジェット用メディアの組み合わせと異なり、本実施
形態の顔料インクとメディアの場合、色材はメディア表面に堆積した形で存在しており、
メディアの表面を覆うのに必要な量の色材があれば、それ以上の色材は無駄となるばかり
か、本実施形態の高浸透のインクを用いてさえも、余ったインク溶剤が隣接ドットと干渉
し、ビーディングやブリードを発生させてしまうためである。
【０１３２】
　特に本実施形態のインクを使用しても、従来のインクジェット記録のようにインクの総
量規制値を高く設定してしまうと、ベタ部やシャドー部で多くのインク量が使用され、メ
ディアの色材分離能を超え、画像が滲んだり、乾燥性が大きく低下したりする。
【０１３３】
　さらに印字に必要なインク総量を少なくすることで、従来のインクジェットプリンタに
比べインクカートリッジの容量を小さくすることができ、装置のコンパクト化も可能とな
った。また従来と同様のカートリッジサイズであるならば、インクカートリッジの交換頻
度を減らすことができ、より低コストな印字が可能となる。
【０１３４】
　基本的にこのインク総量は少なければ少ないほどメディアの塗工層の顔料分離能力が発
揮されるが、あまりに少なくすると印字後の画像ドット径が小さくなりすぎてしまうとい
う副作用もあるため、目的とする画像に応じてこの範囲内でインク総量を設定（規制）す
るのが望ましい。
【０１３５】
　なお本実施形態においては、インク総量は、質量法を用いて測定した。具体的にはイン
クジェット専用紙であるスーパーファイン専用紙（エプソン社製）に５ｃｍ×２０ｃｍの
矩形ベタ画像を最高濃度で印字し、印字直後に質量を測定し、印字前の質量を差し引き、
その値を１００倍してインク総量とした。
【０１３６】
　本実施形態の記録方法の光沢処理工程における光沢処理液の塗布方法は、従来の印刷で
用いられる方法がそのまま利用できる。具体的には、バーコーター、オフセット印刷機、
スクリーン印刷機、ロールコーター等により、前記画像形成工程により形成されたメディ
ア表面上に光沢処理液を塗布する。なお、目的により光沢処理工程における光沢処理液の
塗布方法にインクジェット方式を利用しても構わない。
【０１３７】
　光沢処理工程における、光沢処理液の付着量は、乾燥重量で０．３ｇ／ｍ２以上２０ｇ
／ｍ２以下、好ましくは、１ｇ／ｍ２以上１０ｇ／ｍ２以下である。２０ｇ／ｍ２よりも
多いと乾燥不良が生じたり、メディア表面がゆず肌状になる場合があり、０．３ｇ／ｍ２

よりも少ないと光沢が得られない可能性があり、好ましくない。
【０１３８】
　＜インクカートリッジ＞
　本実施形態のインクカートリッジは、本発明のインクを容器中に収容してなり、更に必
要に応じて適宜選択したその他の部材等を有してなる。前記容器としては、特に制限はな
く、目的に応じてその形状、構造、大きさ、材質等を適宜選択することができ、例えば、
アルミニウムラミネートフィルム、樹脂フィルム等で形成されたインク袋などを少なくと
も有するもの、などが好適に挙げられる。
【０１３９】
　次に、インクカートリッジについて、図１及び図２を参照して説明する。ここで、図１
は、本実施形態のインクカートリッジの一例を示す図であり、図２は図１のインクカート
リッジのケース（外装）も含めた図である。
【０１４０】
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　インクカートリッジ（２００）は、図１に示すように、インク注入口（２４２）からイ
ンク袋（２４１）内に充填され、排気した後、該インク注入口（２４２）は融着により閉
じられる。使用時には、ゴム部材からなるインク排出口（２４３）に装置本体の針を刺し
て装置に供給される。
【０１４１】
　＜インクジェット記録装置＞
　本実施形態のインクジェット記録装置は、インク飛翔手段を少なくとも有してなり、更
に必要に応じて適宜選択したその他の手段、例えば、刺激発生手段、制御手段等を有して
なる。
【０１４２】
　－インク飛翔手段－
　前記インク飛翔手段は、本実施形態のインクに、刺激を印加し、該インクを飛翔させて
本実施形態のメディアに画像を記録する手段である。該インク飛翔手段としては、特に制
限はなく、例えば、インク吐出用の各種のノズル、などが挙げられる。
【０１４３】
　本実施形態においては、該インクジェットヘッドの液室部、流体抵抗部、振動板、及び
ノズル部材の少なくとも一部がシリコン及びニッケルの少なくともいずれかを含む材料か
ら形成されることが好ましい。また、インクジェットノズルのノズル径は、３０μｍ以下
が好ましく、１～２０μｍが好ましい。
【０１４４】
　前記刺激は、例えば、前記刺激発生手段により発生させることができ、該刺激としては
、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、熱、圧力、振動、光、などが
挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。これ
らの中でも、熱、圧力が好適に挙げられる。
【０１４５】
　前記インクジェット記録方法におけるインクの飛翔の態様としては、特に制限はなく、
前記刺激の種類等応じて異なり、例えば、前記刺激が「熱」の場合、記録ヘッド内の前記
インクに対し、記録信号に対応した熱エネルギーを例えばサーマルヘッド等を用いて付与
し、該熱エネルギーにより前記インクに気泡を発生させ、該気泡の圧力により、該記録ヘ
ッドのノズル孔から該インクを液滴として吐出噴射させる方法、などが挙げられる。また
前記刺激が「圧力」の場合、例えば記録ヘッド内のインク流路内にある圧力室と呼ばれる
位置に接着された圧電素子に電圧を印加することにより、圧電素子が撓み、圧力室の容積
が縮小して、前記記録ヘッドのノズル孔から該インクを液滴として吐出噴射させる方法、
などが挙げられる。
【０１４６】
　本実施形態のインクジェット記録装置により本実施形態のインクジェット記録方法を実
施する一態様について、図面を参照しながら説明する。図３に示すインクジェット記録装
置は、装置本体（１０１）と、装置本体（１０１）に装着した用紙を装填するための給紙
トレイ（１０２）と、装置本体（１０１）に装着され画像が記録（形成）された用紙をス
トックするための排紙トレイ（１０３）と、前記インクカートリッジを装填するインクカ
ートリッジ装填部（１０４）とを有する。インクカートリッジ装填部（１０４）の上面に
は、操作キーや表示器などの操作部（１０５）が配置されている。インクカートリッジ装
填部（１０４）は、インクカートリッジ（２００）の脱着を行なうための開閉可能な前カ
バー（１１５）を有している。
【０１４７】
　装置本体（１０１）内には、図４及び図５に示すように、図示を省略している左右の側
板に横架したガイド部材であるガイドロッド（１３１）とステー（１３２）とでキャリッ
ジ（１３３）を主走査方向に摺動自在に保持し、主走査モータ（不図示）によって図５で
矢示方向に移動走査する。
【０１４８】
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　以下、本実施形態を適用したインクジェットヘッドについて示す。図６は、本発明の一
実施形態に係るインクジェットヘッドの要素拡大図、図７は、同ヘッドのチャンネル間方
向の要部拡大断面図である。
【０１４９】
　このインクジェットヘッドは、インク供給口（不図示）と共通液室（１ｂ）となる彫り
込みを形成したフレーム（１０）と、流体抵抗部（２ａ）、加圧液室（２ｂ）となる彫り
込みとノズル（３ａ）に連通する連通口（２ｃ）を形成した流路板（２０）と、ノズル（
３ａ）を形成するノズル板と、凸部（６ａ）、ダイヤフラム部（６ｂ）及びインク流入口
（６ｃ）を有する振動板（６０）と、該振動板（６０）に接着層（７０）を介して接合さ
れた積層圧電素子（５０）と、該積層圧電素子（５０）を固定しているベース（４０）を
備えている。
【０１５０】
　ベース（４０）はチタン酸バリウム系セラミックからなり、積層圧電素子（５０）を２
列配置して接合している。
【０１５１】
　＜インク記録物＞
　本実施形態のインクジェット記録方法により記録されたインク記録物は、本実施形態の
インク記録物である。本実施形態のインク記録物は、高画質で滲みがなく、経時安定性に
優れ、各種の印字乃至画像の記録された資料等として各種用途に好適に使用することがで
きる。
【実施例】
【０１５２】
　以下、本発明の実施例について説明するが、本発明はこれら実施例に何ら限定されるも
のではない。
【０１５３】
　－インクの調整－
　分散体製造例１：シアン分散体（銅フタロシアニン顔料含有ポリマー微粒子分散体）
　機械式攪拌機、温度計、窒素ガス導入管、還流管、及び滴下ロートを備えた１Ｌフラス
コ内を十分に窒素ガスで置換した後、スチレン１１．２ｇ、アクリル酸２．８ｇ、ラウリ
ルメタクリレート１２．０ｇ、ポリエチレングリコールメタクリレート４．０ｇ、スチレ
ンマクロマー（東亜合成株式会社製、商品名：ＡＳ－６）４．０ｇ、及びメルカプトエタ
ノール０．４ｇを仕込み、６５℃に昇温した。次に、スチレン１００．８ｇ、アクリル酸
２５．２ｇ、ラウリルメタクリレート１０８．０ｇ、ポリエチレングリコールメタクリレ
ート３６．０ｇ、ヒドロキシエチルメタクリレート６０．０ｇ、スチレンマクロマー（東
亜合成株式会社製、商品名：ＡＳ－６）３６．０ｇ、メルカプトエタノール３．６ｇ、ア
ゾビスジメチルバレロニトリル２．４ｇ、及びメチルエチルケトン１８ｇの混合溶液を２
．５時間かけてフラスコ内に滴下した。
【０１５４】
　滴下終了後、アゾビスジメチルバレロニトリル０．８ｇ、及びメチルエチルケトン１８
ｇの混合溶液を０．５時間かけてフラスコ内に滴下した。６５℃にて１時間熟成した後、
アゾビスジメチルバレロニトリル０．８ｇを添加し、更に１時間熟成した。反応終了後、
フラスコ内に、メチルエチルケトン３６４ｇを添加し、濃度が５０質量％のポリマー溶液
８００ｇを得た。次に、ポリマー溶液の一部を乾燥し、ゲルパーミエイションクロマトグ
ラフィー（標準：ポリスチレン、溶媒：テトラヒドロフラン）で測定したところ、重量平
均分子量（Ｍｗ）は１５０００であった。
【０１５５】
　次に、得られたポリマー溶液２８ｇ、銅フタロシアニン顔料２６ｇ、１ｍｏｌ／Ｌ水酸
化カリウム水溶液１３．６ｇ、メチルエチルケトン２０ｇ、及びイオン交換水３０ｇを十
分に攪拌した。その後、３本ロールミル（株式会社ノリタケカンパニー製、商品名：ＮＲ
－８４Ａ）を用いて２０回混練した。得られたペーストをイオン交換水２００ｇに投入し
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、十分に攪拌した後、エバポレーターを用いてメチルエチルケトン及び水を留去し、固形
分量が２０．０質量％の青色のポリマー微粒子分散体１６０ｇを得た。得られたポリマー
微粒子について、粒度分布測定装置（マイクロトラックＵＰＡ、日機装株式会社製）で測
定した平均粒子径（Ｄ５０％）は９３ｎｍであった。
【０１５６】
　分散体製造例２：マゼンタ分散体（ジメチルキナクリドン顔料含有ポリマー微粒子分散
体）
分散体製造例１において、銅フタロシアニン顔料を顔料ピグメントレッド１２２に変更し
た以外は、分散体製造例１と同様にして、赤紫色のポリマー微粒子分散体を調製した。得
られたポリマー微粒子について、粒度分布測定装置（マイクロトラックＵＰＡ、日機装株
式会社製）で測定した平均粒子径（Ｄ５０％）は１２７ｎｍであった。
【０１５７】
　分散体製造例３：イエロー分散体（モノアゾ黄色顔料含有ポリマー微粒子分散体）
分散体製造例１において、銅フタロシアニン顔料を顔料ピグメントイエロー７４に変更し
た以外は、分散体製造例１と同様にして、黄色のポリマー微粒子分散体を調製した。得ら
れたポリマー微粒子について、粒度分布測定装置（マイクロトラックＵＰＡ、日機装株式
会社製）で測定した平均粒子径（Ｄ５０％）は７６ｎｍであった。
【０１５８】
　分散体製造例４：ブラック分散体（カーボンブラックのポリマー微粒子分散体）の調製
分散体製造例１において、銅フタロシアニン顔料をカーボンブラック（デグサ社製、ＦＷ
１００）に変更した以外は、分散体製造例１と同様にして、黒色のポリマー微粒子分散体
を調製した。得られたポリマー微粒子について、粒度分布測定装置（マイクロトラックＵ
ＰＡ、日機装株式会社製）で測定した平均粒子径（Ｄ５０％）は１０４ｎｍであった。
【０１５９】
　次に、上記分散体製造例１～４で得たポリマー微粒子分散体を用いてインクを製造した
。
【０１６０】
　インク製造例１：シアンインク１
分散体製造例１の銅フタロシアニン顔料含有ポリマー微粒子分散体２０．０質量％、３－
メチル－１，３－ブタンジオール２３．０質量％、グリセリン８．０質量％、２－エチル
－１，３－ヘキサンジオール２．０質量％、ＦＳ－３００(ＤｕＰｏｎｔ社製)２．５質量
％、プロキセルＬＶ（アベシア社製）０．２質量％、２－アミノ－２－エチル－１,３－
プロパンジオール０．５質量％、及びイオン交換水を適量加えて１００質量％とし、その
後、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過を行なった。その後イオン交換水
を使用し固形分を、表２に記載の値に調整した。以上により、シアンインク１を調製した
。
【０１６１】
　インク製造例２：マゼンタインク１
分散体製造例２のジメチルキナクリドン顔料含有ポリマー微粒子分散体２０．０質量％、
３－メチル－１，３－ブタンジオール２２．５質量％、グリセリン９．０質量％、２－エ
チル－１，３－ヘキサンジオール２．０質量％、ＦＳ－３００(ＤｕＰｏｎｔ社製)２．５
質量％、プロキセルＬＶ（アベシア社製）０．２質量％、２－アミノ－２－エチル－１,
３－プロパンジオール０．５質量％、及びイオン交換水を適量加えて１００質量％とし、
その後、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過を行なった。その後イオン交
換水を使用し固形分を、表２に記載の値に調整した。以上によりマゼンタインク１を調製
した。
【０１６２】
　インク製造例３：イエローインク１
分散体製造例３のモノアゾ黄色顔料含有ポリマー微粒子分散体２０．０質量％、３－メチ
ル－１，３－ブタンジオール２４．５質量％、グリセリン８．０質量％、２－エチル－１
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，３－ヘキサンジオール２．０質量％、ＦＳ－３００(ＤｕＰｏｎｔ社製)２．５質量％、
プロキセルＬＶ（アベシア社製）０．２質量％、２－アミノ－２－エチル－１,３－プロ
パンジオール０．５質量％、及びイオン交換水を適量加えて１００質量％とし、その後、
平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過を行なった。その後イオン交換水を使
用し固形分を、表２に記載の値に調整した。以上によりイエローインク１を調製した。
【０１６３】
　インク製造例４：ブラックインク１
分散体製造例４のカーボンブラック分散液２０．０質量％、３－メチル－１，３－ブタン
ジオール２２．５質量％、グリセリン７．５質量％、２－ピロリドン２．０質量％、２－
エチル－１，３－ヘキサンジオール２．０質量％、Ｒ－（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨ（ただ
し、式中、Ｒは炭素数１２のアルキル基、ｎ＝９）２．０質量％、プロキセルＬＶ（アベ
シア社製）０．２質量％、及び２－アミノ－２－エチル－１,３－プロパンジオール０．
５質量％、及びイオン交換水を適量加えて１００質量％とし、その後、平均孔径０．８μ
ｍのメンブレンフィルターで濾過を行なった。その後イオン交換水を使用し固形分を、表
２に記載の値に調整した。以上によりブラックインク１を調製した。
インク製造例５：シアンインク２
固形分を５質量％とした以外はインク製造例１と同様にして、シアンインク２を作製した
。
インク製造例６：マゼンタインク２
固形分を５質量％とした以外はインク製造例２と同様にして、マゼンタインク２を作製し
た。
インク製造例７：イエローインク２
固形分を５質量％とした以外はインク製造例３と同様にして、イエローインク２を作製し
た。
インク製造例８：ブラックインク２
固形分を５質量％とした以外はインク製造例４と同様にして、ブラックインク２を作製し
た。
インク製造例９：シアンインク３
ＦＳ－３００を添加しなかった以外はインク製造例１と同様にして、シアンインク３を作
製した。
インク製造例１０：マゼンタインク３
ＦＳ－３００を添加しなかった以外はインク製造例２と同様にして、マゼンタインク３を
作製した。
インク製造例１１：イエローインク３
ＦＳ－３００を添加しなかった以外はインク製造例３と同様にして、イエローインク３を
作製した。
インク製造例１２：ブラックインク３
界面活性剤 (Ｒ－（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨ)を添加しなかった以外はインク製造例４と
同様にして、ブラックインク３を作製した。
インク製造例１３：染料インクセット
　下記に示す各成分を混合し、十分攪拌して溶解後、ポアサイズが０．４５μｍのフロロ
ポアフィルター（商品名：住友電工（株）製）を用いて加圧濾過し染料インクセットを調
整した。
染料インク組成：
　染料種
　　　イエロー　：　Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー８６
　　　シアン　　：　Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー１９９
　　　マゼンタ　：　Ｃ．Ｉ． Ａｃｉｄ Ｒｅｄ ２８５
　　　ブラック　：　Ｃ．Ｉ．ダイレクトブラック１５４
　処方
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　　染料　　　　　　　　　　　　　　　４質量部
　　グリセリン　　　　　　　　　　　　７質量部
　　チオジグリコール　　　　　　　　　７質量部
　　尿素　　　　　　　　　　　　　　　７質量部
　　アセチレングリコール　　　　　１．５質量部
　　水　　　　　　　　　　　　　７３．５質量部
　作製したインクの2５℃における粘度及び表面張力を表１に示す。粘度の測定は、粘度
測定装置（東機産業社製、Ｒ５００回転粘度計）を用いた。また表面張力の測定は表面張
力測定装置（協和界面科学株式会社製、ＣＢＶＰ－Ｚ）を用い、白金プレートを用いて測
定した。
【０１６４】
【表１】

【０１６５】
－メディア製造－
　支持体１の作製
　　・ＬＢＫＰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８０質量部
　　・ＮＢＫＰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０質量部
　　・軽質炭酸カルシウム（商品名：ＴＰ－１２１、奥多摩工業株式会社製）１０質量部
　　・硫酸アルミニウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０質量部
　　・両性澱粉（商品名：Ｃａｔｏ３２１０、日本ＮＳＣ株式会社製）　　１．０質量部
　　・中性ロジンサイズ剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３質量部
　　（商品名：ＮｅｕＳｉｚｅ　Ｍ－１０、ハリマ化成株式会社製）
　　・歩留まり向上剤（商品名：ＮＲ－１１ＬＳ、ハイモ社製）　　　　０．０２質量部
上記配合の０．３質量％スラリーを長網抄紙機で抄造し、マシンカレンダー仕上げをして
坪量７９ｇ／ｍ２の支持体１を作製した。なお、抄紙工程のサイズプレス工程で、酸化澱
粉水溶液を固形分付着量が片面当り、１．０ｇ／ｍ２になるように塗布した。
【０１６６】
　メディア製造例1（記録用紙１：キャストコート紙の製造）
（キャストコート層）
カオリン　　　　　　　　　　　　９０質量部
軽質炭酸カルシウム　　　　　　　１０質量部
重質炭酸カルシウム　　　　　　　　５質量部
トリポリリン酸ソ－ダ　　　　　０．５質量部
酸化デンプン　　　　　　　　　　　９質量部
スチレン－ブタジエンラテツクス　１５質量部
マイクロクリスタリンワツクス　　　１質量部
トリソチル７オスフエ－ト　　　　　１質量部
　次いで、上記キャストコ－ト層配合組成で固型分６５％の水性顔料塗料を調製し、下塗
り塗被層上に乾燥質量が２０ｇ／ｍ２になるように塗被した。続いて、ウエット状態で９
０℃に加熱されたキヤストドラムに圧着、乾燥して本発明のキヤストコ－ト紙(記録用紙1
)を得た。
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【０１６７】
　メディア製造例２（記録用紙２：グロスコート紙）
　作製した支持体１に、顔料として粒子計２μｍ以下の割合が９７質量％のカオリン７０
質量部、平均粒子径１．1μｍの重質炭酸カルシウム３０質量部、接着剤として、ガラス
転移温度（Ｔｇ）が－５℃のスチレン・ブタジエン共重合体エマルジョン８質量部、リン
酸エステル化澱粉１質量部、助剤としてステアリン酸カルシウム０．５質量部を加え、さ
らに水を加えて固形分濃度６０％の塗工液を調整した。この塗工液を上記のメディアに片
面当り塗工層厚みが１０μｍになるように、ブレードコーターを用いて両面塗工し、熱風
乾燥後、線圧２０kg/cmでスーパーカレンダー処理を行い、本発明のグロスコート紙（記
録用紙２）を得た。
メディア製造例３（記録用紙３：マットコート紙）
製造例１２のコート紙において、スーパーカレンダー処理を行わなかったものを作成し、
本発明のマットコート紙（記録用紙３）を得た。
【０１６８】
　実施例１～１５、比較例１～９
　インク製造例１～４にて製造したインクからなる黒、イエロー、マゼンタ、シアン、イ
ンクセット１を調製し、得られたインクセット１と、表２に記載のメディアとを用いて、
３００ｄｐｉ、ノズル解像度３８４ノズルを有するドロップオンデマンドプリンタ試作機
を使用し、画像解像度６００ｄｐｉにて印字を行なった。大滴サイズは２０ｐｌとし、中
滴サイズは１０ｐｌ，小滴サイズは２ｐｌとした。二次色の総量規制を１４０％にして付
着量規制を実施しした。印字の際は３００ｄｏｔ四方のインク総量が１２ｇ／ｍ２にてベ
タ画像、及び文字を印写した。得られた画像について画像光沢を評価した後、光沢処理液
としてＵＶニス（ＵＶ　ＶＥＣＴＡコートニスＰＣ－３ＫＷ２（株）Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ社
製）を用い、枚葉オフセット印刷機で表２に記載の付着量にてメディアの画像が形成され
た面の全面にＵＶニスを重ね刷りした。その後紫外線照射（高圧水銀灯１６０Ｗ／ｃｍ１
灯）を３０秒間行い、ＵＶニスを硬化した。硬化後の画像光沢を後述の方法により評価し
た。結果は表３に示した。
比較例１０
　インク製造例５～８にて製造したシアンインク２、マゼンタインク２、イエローインク
２、ブラックインク２からなるインクセット２を用い、ＵＶニスの付着量を表２に記載の
量とした以外は実施例１と同様にして記録を行った。
比較例１１
　インク製造例９～１２にて製造したシアンインク３、マゼンタインク３、イエローイン
ク３、ブラックインク３からなるインクセット３を用い、ＵＶニスの付着量を表２に記載
の量とした以外は実施例１と同様にして記録を行った。
比較例１２
　インク製造例１３にて製造した染料インクセットを用い、ＵＶニスの付着量を表２に記
載の量とした以外は実施例１と同様にして記録を行った。
【０１６９】
　＜評価項目とその測定方法＞
　－吸収量－
　各記録用メディアについて、動的走査吸液計（Ｋ３５０シリーズＤ型、協和精工株式会
社製）を用いて、２５℃５０％ＲＨにて、実施例・比較例のインクの吸収量を測定した。
接触時間５００ｍｓにおける吸収量は、それぞれの接触時間の近隣の接触時間における吸
収量の測定値から補間により求めた。なお、吸収量の測定においては、各インクセットの
シアンインクを用いた。
【０１７０】
　－文字滲み－
　グリーンのベタ画像を背景に黒文字を印字し、背景の均一性と文字の滲みを目視判断し
た。均一性も文字のにじみも共に良好なものを◎、どちらか片方が良好なものを○、均一



(31) JP 2010-173286 A 2010.8.12

10

20

30

40

50

性も文字滲みも劣るものを×とした。
【０１７１】
　－光沢度－
　マイクロ－グロス光沢計（ＢＹＫ－Ｇａｒｄｎｅｒ社）を使用しグリーンベタ部の６０
°光沢を測定した。光沢処理前後の差をとり、評価を行った。ＯＰ処理により光沢が５以
上改善されたものを○、３０以上改善されたものを◎とし、５未満のものを×とした。
【０１７２】
　－印刷適性－
　ＲＩ印刷適性試験機（石川島播磨重工業社製）を使用して、塗工紙にオフセット印刷用
のシアンインク（東洋インキ社製：ハイユニティネオＳＯＹ）０．８ｃｃをベタ刷りする
。これを２３℃、相対湿度６５％の雰囲気下に８時間放置した後、印刷部分の５ｃｍ×５
ｃｍの範囲についてＡ２コート紙のＯＫトップコート＋　１０４.７ｇｓｍ（王子製紙）
を重ね、線圧5ｋｇ／ｍでカレンダーし、インクの転写量を判定する。インク転写部の濃
度を測定し、濃度が０．０５未満のものを〇、０.０５以上０.１０未満のものを△、０.
１０以上のものを×とする。
【０１７３】
　－総合評価－
　各項目のうち、全て○のものを○、一つでも×があるものを×とした。
【０１７４】
【表２】
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【０１７５】
尚、表２中の各メディアの詳細は次のとおりである。また、表２の「支持体」の項目の「
紙」は、セルロースパルプを示し、「ＲＣ」はレジンコート紙（原紙に樹脂をラミネート
して耐水化した紙）を示す。
＊ミラーコートプラチナ：王子製紙社製
＊ＰＯＤグロス：王子製紙社製
＊クリスピア：セイコーエプソン社製インクジェット用写真用紙＊スーパーファイン：セ
イコーエプソン社製
＊タイプ６２００：リコー社製
【０１７６】
【表３】
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【産業上の利用可能性】
【０１７７】
　本発明の記録方法は、一般の銀塩写真に近い風合いの印字物を高速に提供することがで
き、インク記録物、インクジェット記録装置及びインクジェット記録方法、オフセット印
刷に好適に用いることができる。また得られた印字物は画像の耐擦性に優れ、印字後すぐ
のハンドリングにも支障がない。
【０１７８】
　本発明の記録方法は、インクジェット記録方式を必要とする各種記録に適用することが
でき、例えば、インクジェット記録用プリンタ、ファクシミリ装置、複写装置、プリンタ
／ファックス／コピア複合機、印刷機などに特に好適に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１７９】
【図１】本発明のインクカートリッジの一例を示す概略図である。
【図２】図１のインクカートリッジのケース（外装）も含めた概略図である。
【図３】インクジェット記録装置のインクカートリッジ装填部のカバーを開いた状態の斜
視説明図である。
【図４】インクジェット記録装置の全体構成を説明する概略構成図である。
【図５】本発明のインクジェットヘッドの一例を示す概略拡大図である。
【図６】本発明のインクジェットヘッドの一例を示す要素拡大図である。
【図７】本発明のインクジェットヘッドの一例を示す要部拡大断面図である。
【符号の説明】
【０１８０】
（図１、図２）
２００　インクカートリッジ
２４１　インク袋
２４２　インク注入口
２４３　インク排出口
２４４　カートリッジ外装
（図３、図４、図５）
１０１　装置本体
１０２　給紙トレイ
１０３　排紙トレイ
１０４　インクカートリッジ装填部
１０５　操作部
１１１　上カバー
１１２　前面
１１５　前カバー
１３１　ガイドロッド
１３２　ステー
１３３　キャリッジ
１３４　記録ヘッド
１３５　サブタンク
１４１　用紙載置部
１４２　用紙
１４３　給紙コロ
１４４　分離パッド
１４５　ガイド
１５１　搬送ベルト
１５２　カウンタローラ
１５３　搬送ガイド



(34) JP 2010-173286 A 2010.8.12

10

20

30

１５５　加圧コロ
１５６　帯電ローラ
１５７　搬送ローラ
１５８　デンションローラ
１６１　ガイド部材
１７１　分離爪
１７２　排紙ローラ
１７３　排紙コロ
１８１　両面給紙ユニット
１８２　手差し給紙部
２００　インクカートリッジ

（図６、図７）
１ｂ　共通液室
２ａ　液体抵抗部
２ｂ　加圧液室
２ｃ　連通口
２ｄ　隔壁
３ａ　ノズル
５ｆ　駆動部
５ｇ　支持部
６ａ　凸部
６ｂ　ダイヤフラム
６ｃ　インク流入口
１０　フレーム
２０　流路板
３０　ノズルプレート
４０　ベース
５０　積層圧電素子
６０　振動板
７０　接着層
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【図３】

【図４】 【図５】
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